
事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、たかさ
ごナビ、
Facebook

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高齢者大学
での講座

高齢者を対象に生涯学習の場を提
供するとともに、高砂市の歴史や
伝統文化を学習する講座を設け
る。

高齢者の学習要求にこたえ、健康
の増進、教養及び生活文化、生き
がいの向上を図る。

高砂市の歴
史、文化に
焦点を定
め、カリ
キュラムを
実施する。

200 180,000
ホームペー
ジ

高齢者を対象に、
歴史や文化に関す
る学習を年16回実
施した。

A

高砂の歴史や文化
を主とした講座だ
けではなく、他の
テーマの講座で
も、高砂に関係し
た内容を取り扱う
ことが多くあっ
た。

教育セン
ター

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

歴史ガイド
クラブによ
るまち歩き

歴史ガイドクラブにまち歩きの案
内を依頼する。

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイド
クラブに依
頼すること
により、市
内の遺跡等
の周知に努
める。

ー ー ー 〇
目標4回を達成で
きた。

A

地元に住んでいる
方でも、実際に歩
いてみて初めて
知ったということ
があり、楽しかっ
たとの感想を頂い
た。

各課

令和６年度

事業番号

つむぎ　つながり　つくりだす　　　文化と共に育つまち　高砂

基本目標１　文化に親しむ機会をつくります

施策１　文化芸術を鑑賞する機会の充実

１　身近に鑑賞する機会の充実

成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

111-01

111-02

111-04

111-03
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

歴史史跡探
訪

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイドクラブに依頼すること
により、市内の遺跡等の周知に努
める。

随時 ー ー ー
目標４回を達成で
きた。

A

地元の歴史や文化
でも知らないこと
多く、新たな発見
があり興味深かっ
たとの声があっ
た。

教育セン
ター

ウォーキン
グマップの
活用

ウォーキングマップを活用し、交
流ウォーキングを実施する。

交流ウォーキングにおいて、
ウォーキングマップを活用するこ
とにより、歴史的遺産を紹介す
る。

1回 ー ー 報道機関

スポーツクラブ２
１交流ウォーキン
グを実施した。伊
保地区をウォーキ
ングマップを参考
に踏破した。各地
区のクラブ員123
名が参加した。

A

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することによ
り、歴史的遺産を
紹介することがで
き、地域間交流が
行えた。

文化ス
ポーツ課
（スポー
ツクラブ
21）

高砂市美術
展

高砂市美術展を開催する。
美術作品を発表する場と、鑑賞す
る機会を設ける。

来場者数
1,700人
出品数
300点

3,379 2,594,412

ポスター等
の展示、チ
ラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

250点の作品出品
があり、内184点
を会場に展示し
た。3日間で1,310
人が来場者した。

A

来場者数は目標を
下回ったが、出品
数は昨年度より15
点増え、市美術展
について認知度が
高まった。優れた
芸術作品に触れる
機会を提供でき
た。

文化ス
ポーツ課

市民ギャラ
リー「あい
ぽっと」の
活用

分庁舎1階多目的スペースの一部
を活動発表や展示の場として提供
する。

市民の文化芸術活動や市民活動の
向上を図る。また、市の行政情報
の発信にも利用する。

10団体 0 0

広報たかさ
ご
ホームペー
ジ

○ 20団体 S

市民団体が昨年度
より増加し、多数
の団体に利用して
もらうことができ
たため。

地域振興
課

文化会館展
示スペース
の活用

展示スペースを活用し、作品展示
や高砂ゆかりの人物の紹介を行
う。

文化施設やギャラリーなど、活
動・発表の場の紹介をし、活動・
発表の場を広げる。

1件 0 0 ー
高砂ゆかりの人物
などの文化事業の
展示を行った。

C

展示内容を新しく
する案が文化会館
とも協議したが、
纏まらなかったた
め、新しい展示等
に変えることがで
きなかった。

文化ス
ポーツ課

作品展示ス
ペースの設
置、活用

各地域交流センターで作品を展示
する。

作品展示により、地域の人に地域
交流センターグループ活動の理解
を深め、交流を図る。

随時 0 0
各交流セン
ター展示ス
ペース

各地域交流セン
ターにおいて、活
動団体の作品展示
を行った。

A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

111-08

111-09

111-10

111-05

111-06

111-07
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

男女共同参
画センター
の活用

市民グループ（エッセイグルー
プ）の活動支援及び場所の提供を
行う。

男女共同参画センター市民グルー
プの育成を推進する。

市民グルー
プの活動支
援のための
開催場所の
提供を行
う。

0 0 ー
毎月１回、活動場
所の提供を行っ
た。

A

活動場所の提供等
の支援により、積
極的なグループ活
動が行われ、市民
グループの育成を
推進することがで
きた。

人権推進
課

学習成果、
作品展示ス
ペースの設
置、活用

教育センター施設を利用し、成果
物、作品を展示する。

成果物、作品を展示することによ
り、活動への理解を深めるととも
に、活動できる人材を育てる。

年間で実施 ー ー
ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

教育センターで学
園祭を開催し、多
くの作品を展示し
た。

A

教育センターで学
園祭を開催し、来
場者から好評を得
た。

教育セン
ター

病院、福祉
施設の活用

各種文化関係団体等の慰問の調整
をする。

活動団体の発表の場を増やす。 1件 ー ー 未定
慰問への調整の問
い合わせはなかっ
た。

B

慰問への調整の問
い合わせはなかっ
た。令和7年度に
市民病院にて、文
化団体によるコン
サートを行えるか
調整を行ってい
る。

文化ス
ポーツ課

院内コン
サート

患者や家族を対象に、職員による
院内コンサートを実施する。

患者やその家族の方に癒しを提供
する。

年３回実施 0 0
ホームペー
ジ、広報誌

予定どおり年３回
実施できた。

A
年３回実施でき、
満席であった。

市民病院

たかさご万
灯祭

歴史的景観形成地区に指定された
高砂町をキャンドル等の灯りや
ジャズで演出し、高砂町の景観を
ＰＲする。

高砂町の景観をPRすることによ
り、まちの活性化を図る。

1回 3,000 3,000,000

広報たかさ
ご
報道機関
ホームペー
ジ
公式サイト
テレビ
ラジオ
山陽電車

高砂町をキャンド
ル等の灯り、ジャ
ズや灯りのオブ
ジェなどで演出、
高砂町の景観をＰ
Ｒした。（来場者
約50,000人）

A
高砂町の景観のＰ
Ｒが図れた。

シティプ
ロモー
ション室

活動・発表
場所の紹介

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場の紹介
をする。

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0
ホームペー
ジ

市内の文化施設で
の活動・発表の場
について、ホーム
ページ等で情報提
供した。

A

市内の文化施設等
における活動・発
表の場を紹介し、
市民の文化活動を
支援することがで
きた。

文化ス
ポーツ課

111-11

111-12

111-13

111-14

111-16

111-15
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

活動・発表
場所の紹介

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場の紹介
をする。

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0
ホームペー
ジ

各地域交流セン
ターにおいて、活
動内容等をホーム
ページで紹介し
た。

A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

市民ギャラ
リーの紹介

市民ギャラリー等、展示場所の調
査、紹介を行う。

文化施設やギャラリーなど、活
動・発表の場の紹介をし、活動・
発表の場を広げる。

随時 0 0 ー
高砂市民ギャラ
リー等の紹介を
行った。

B
今後、展示場所の
調査も実施する。

文化ス
ポーツ課

展示スペー
スの紹介

伊保地域交流センター展示スペー
ス、展示場所の紹介を行う。

市民にも活動・発表の場の紹介を
し、活動・発表の場を広げる。

随時 0 0
掲示板
ホームペー
ジ

11件 A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

映画の魅力
を伝える事
業

他の事業等とジョイントするなど
映画の魅力を伝える事業の検討・
企画・実施

TVドラマ、映画、CMなどのロケ誘
致を進める。

TVドラマ、
映画、CMな
どのロケ誘
致を進め
る。

0 0
ホームペー
ジ

テレビ、インター
ネット配信及びイ
ンターネットコン
テンツ等の撮影や
取材があったほ
か、ショートムー
ビーを製作しイン
ターネットで配信
した。

A

ロケ地誘致に向け
たPR活動を行い、
高砂市への誘客に
繋げるとともに、
地域の活性化を図
ることができた。

シティプ
ロモー
ション室
（フィル
ムコミッ
ション）

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

工楽松右衛
門旧宅運営
管理事業

工楽松右衛門旧宅を適切に維持管
理するとともに、一般公開し、関
連する展示等を行う。また観光施
設として、歴史・文化の情報発信
を行う。

工楽松右衛門旧宅の一般公開とと
もに、関連する展示等を行い、歴
史・文化の情報を発信する。

来館者数
25,000人

15,721 15,721,000

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

来館者数20,405人 B

来館者数は減少し
たが、施設周辺の
エリアでのイベン
ト開催や飲食店等
が新規出店するな
ど地域活性化につ
ながっている。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

111-22

111-20

111-17

111-18

111-21

111-19
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

市役所ロ
ビーコン
サートの開
催

市役所ロビーコンサートの開催を
行う。

演奏家の発表及び育成の場を提供
する。

年12回 0 0

ホームペー
ジ、広報た
かさご、
SNS等

年11回行い、市内
の演奏家だけでな
く市外の演奏家の
発表の場を提供で
きた。

A

目標を少し下回っ
たが、徐々にロ
ビーコンサートの
認知度が広まって
きており、来場者
は平均で80人を超
えた。
演奏家より、他市
より演奏可能時間
が長いため、色ん
な曲を来場者に聴
いてもらえるとい
う感想もいただい
た。

文化ス
ポーツ課

２　多彩な鑑賞の機会の充実

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇

各園と日程調整を
行い、年12回実施
した。園児生徒含
め535人が参加し
た。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

高砂市美術
展

高砂市美術展を開催する。
美術作品を発表する場と、鑑賞す
る機会を設ける。

来場者数
1,700人
出品数
300点

3,379 2,594,412

ポスター等
の展示、チ
ラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

250点の作品出品
があり、内184点
を会場に展示し
た。3日間で1,310
人が来場者した。

A

来場者数は目標を
下回ったが、出品
数は昨年度より15
点増え、市美術展
について認知度が
高まった。優れた
芸術作品に触れる
機会を提供でき
た。

文化ス
ポーツ課

112-03

112-01

112-02

111-23
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

指定管理者
との連携

施設管理や実施事業等について連
携を図る。

施設管理や実施事業等について連
携を図ることにより、文化団体が
活動しやすい環境づくりや多様な
文化事業を展開する。

・会議
月１回
・運用委員
会
年１回
・事業随時

0 0 ー

（文化スポーツ
課）
月１回文化会館連
絡調整会議を行っ
た。

A

（文化スポーツ
課）
毎月会議を行い、
施設管理や実施事
業について連絡、
調整を行うこと
で、文化団体が活
動しやすい環境整
備を図ることがで
きた。

各課

文化会館の
施設整備

施設の整備を行う。
文化に接する場や練習、発表の場
を整備、充実することにより、活
動団体を支援する。

①指定管理
者による小
修繕

②文化会館
非常用発電
機及び高圧
機器の改修
工事を行
う。

①10,000
②45,900

①10,000,000
②42,559,000

ー

①指定管理者によ
る小修繕を行っ
た。
②文化会館非常用
発電機改修工事を
行った。

A

市民の文化活動を
支援し、安全・安
心に利用できるよ
う、計画的に文化
施設の整備を行
い、施設の適切な
維持管理に努め
た。

文化ス
ポーツ課

文化会館で
の各種イベ
ント

さまざまな分野のイベントを実施
する。

多様な文化に触れる機会を提供す
る。

ー ー ー
広報たかさ
ご

「市美術展」にお
いて、美術作品を
背景にロビーコン
サートを実施し
た。

A

コラボレーション
することで、多く
の来場者を呼び込
み、新たな文化発
展につながった。

文化ス
ポーツ課

ふれあいの
祭典ひょう
ご民俗芸能
祭

県内に伝わる民俗芸能の舞台を披
露する。

市民の民俗芸能への関心を高め、
交流の輪を広げる。

1回 600 458,284

チラシ、ポ
スター、広
報たかさ
ご、報道機
関、ホーム
ページ

「ひょうご民俗芸
能祭in高砂」を開
催し、430人が来
場した。

A

県内の民俗芸能団
体を招き、市内団
体及び他地域の団
体の芸能を紹介
し、市民の民俗芸
能への関心を高め
られた。

文化ス
ポーツ課

施策２　文化芸術を体験する機会の充実

１　身近に体験する機会の充実

112-05

112-04

112-06

112-07
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

地場産業人
材育成等支
援事業

竜山石を主とする石材業の担い手
の育成を支援するため、竜山石を
活用したワークショップ開催等竜
山石関係事業を支援する取組を検
討する。

市内の中小企業者等が行う地場産
業の継承、新規地場産業の創造に
伴う人材の育成及びものづくり技
術の向上に向けた取組を支援す
る。

竜山石を活
用したワー
クショップ
の開催支援
（年1回以
上）

0 0

観光交流
ビューロー
HP・ワーク
ショップ案
内チラシ

竜山石を活用した
ワークショップを
年間4回開催

A

大阪・関西万博に
向けた、ひょうご
フィールドパビリ
オンに認定された
こともあり、サン
テレビや兵庫県の
HPに掲載される
YouTubeの取材も
あり、生石神社・
松下石材店を巡る
ガイドの案内申し
込みも6回あり、
その中の4組が
ワークショップも
希望されました。

産業振興
課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

夏休み親子
歴史体験教
室

夏休み期間中に、小学3～6年生を
対象に、マガタマづくり・石割・
高砂染めの体験活動を、親子で行
う。

こどもが親子で歴史体験を行うこ
とで、先人の知恵を学ぶ機会を設
ける。

3回 ー ー チラシ配布

親子歴史体験教室
を夏休みに3回実
施した。石割体験
20名、高砂染体験
20名、紙衣づくり
4名、計44名が参
加した。

A

親子での歴史体験
を通じて、高砂市
の文化財について
知ってもらうこと
ができ、市民が地
域の歴史へ興味・
関心を抱く機会と
なった。

生涯学習
課

121-02

121-03

121-01

121-04
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

工楽松右衛
門旧宅講
座・体験学
習事業

松右衛門帆布を使った小物づくり
や高砂染のハンカチづくりなど、
地域の資源を活用したワーク
ショップを実施

松右衛門帆布や高砂染等のPRおよ
び地場産業の活性化を図る。

ワーク
ショップ参
加人数1,000
人

15,721
15,721,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram

ワークショップ参
加人数657人

B

ワークショップ参
加人数が目標を下
回ったが、伝統文
化に触れる機会と
なり、地場産業の
活性化につながっ
たため。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

２　体験のきっかけづくり

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

多様な文化に触れる機会を提供す
る。

14回 1,500 1,500,000
広報たかさ
ご

〇
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

移動歴史教
室・歴史民
俗資料室見
学

社会科授業の一環で、小学校３年
生の児童を対象に、民俗資料の貸
し出しや歴史民俗資料室を見学し
てもらう。

こどもに、数十年前の実際の道具
に触れ体感してもらうことで、郷
土の歴史や先人の身近なくらしを
学習する機会となる。

全小学校 ー ー ー

民具貸出が3校、
歴史民俗資料室の
見学が1校あっ
た。

A

学校と連携して、
民具を活用し、郷
土の歴史や先人の
身近な暮らしにつ
いて、理解を深め
ることができた。

生涯学習
課

図書館運営
管理事業

高砂市立図書館名誉館長（歴史文
化推進員）を配置し講演会等を実
施する。

高砂市立図書館を活動拠点として
歴史及び文化の振興又は啓発を促
進する。

名誉館長講
座とＨＯＭ
ＥＴＯＷＮ
ゼミ（年８
回）を実施

380 360,000

広報
報道
ホームペー
ジ

年間40回の講座と
ゼミを実施し、
401人の参加が
あった。

A

講座やゼミを通し
て、歴史・文化を
自ら学ぶ機会を提
供し、地域の歴
史・文化への関心
を高めることがで
きた。

生涯学習
課
（図書
館）

121-05

122-03

122-04

122-01

122-02
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

キッズクラ
ブ

陸上競技場等で、陸上、絵画、音
楽等の活動を行う。

陸上競技場等で、陸上、絵画、音
楽等の活動を行う。

遊びを通じ
て基礎体力
を養うとと
もに、伝承
遊び等を取
り入れ、文
化・スポー
ツ両面から
活動する場
を設ける。

ー ー
ホームペー
ジ

月2回実施し、陸
上の他、老人会と
の交流で高砂の歴
史を学んだり、と
んど体験、餅つき
等、文化活動も
行った。

A

伝承遊びの他、
様々な活動を取り
入れ、文化・ス
ポーツ両面から活
動する場を設ける
ことで地域文化の
関心を高めること
ができた。

文化ス
ポーツ課
（スポー
ツ少年
団）

申義堂の活
用

高砂市に保存継承されてきた文化
財建造物を維持管理するととも
に、一般公開し、関連する講演
会・展示活動等を行う。

指定文化財として保存を図るだけ
でなく、公開等の活用を通じて、
文化財保護を市民に周知・啓発す
る。

申義堂
土日祝日公
開、平日利
用の促進と
関連イベン
トとの協働

1,153 1,109,846
ホームペー
ジ

土日祝日の一般公
開や、平日の臨時
公開を行った。利
用者数は、個人
2,274人、団体338
人、計2,612人。

A

指定文化財を活用
し、一般公開を行
い、市内外の方に
市の歴史・文化資
源を周知・啓発す
ることができた。

生涯学習
課

旧入江家住
宅の活用

高砂市に保存継承されてきた文化
財建造物を維持管理するととも
に、一般公開し、関連する講演
会・展示活動等を行う。

指定文化財として保存を図るだけ
でなく、公開等の活用を通じて、
文化財保護を市民に周知・啓発す
る。

旧入江家住
宅
年１回公開

47,822 47,285,940

チラシ配布
ホームペー
ジ
広報

旧入江家住宅保存
活用計画に基づ
き、蔵保存修理工
事を実施し、見学
会を年3回開催し
計812人の参加が
あった。

A

文化財を保存する
ための工事を実施
し、文化財活用の
ための公開事業に
も取り組み、市内
外の方に市の歴
史・文化資源を周
知・啓発すること
ができた。

生涯学習
課

高砂ゆかり
の人物の顕
彰

以下の事業を実施及び支援する。
高砂文化教室
活動編（宮本武蔵）の実施

市や団体が事業等を実施すること
により、ゆかりの人物やその功績
を周知する。

1回 7 5,460

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

活動編二天一流に
は16人、活動編ま
ち歩きには19人が
参加した。

A

高砂学の実施によ
り、高砂ゆかりの
人物の顕彰を行う
ことができた。

文化ス
ポーツ課

文化会館で
の各種イベ
ント

さまざまな分野のイベントを実施
する。

多様な文化に触れる機会を提供す
る。

ー ー ー
広報たかさ
ご

〇

「市美術展」にお
いて、美術作品を
背景にロビーコン
サートを実施し
た。

A

コラボレーション
することで、多く
の来場者を呼び込
み、新たな文化発
展につながった。

文化ス
ポーツ課

122-05

122-07

122-09

122-08

122-06
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化団体の
コラボレー
ション

さまざまな文化団体のコラボレー
ションの企画や団体間の調整を行
う。

コラボレーションすることで、他
団体との交流や新たな文化活動へ
の発展を促す。また、多方面から
高砂市を紹介する。

1回 0 0

ポスター等
の展示、チ
ラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

「市美術展」にお
いて、美術作品を
背景にロビーコン
サートを実施し
た。

A

コラボレーション
することで、多く
の来場者を呼び込
み、新たな文化発
展につながった。

文化ス
ポーツ課

工楽松右衛
門旧宅講
座・体験学
習事業

松右衛門帆布を使った小物づくり
や高砂染のハンカチづくりなど、
地域の資源を活用したワーク
ショップを実施

松右衛門帆布や高砂染等のPRおよ
び地場産業の活性化を図る。

ワーク
ショップ参
加人数1,000
人

15,721
（再掲）

15,721,000
（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram

〇
ワークショップ参
加人数657人

B

ワークショップ参
加人数が目標を下
回ったが、伝統文
化に触れる機会と
なり、地場産業の
活性化につながっ
たため。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

施策３　子ども、若者世代が文化芸術に触れる機会の充実

１　子どもたちが文化芸術に触れる機会の充実

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高砂文化教
室「高砂
学」（子ど
も寺子屋）

お琴等の体験教室を行う。
伝統文化に触れるとともに、文化
財を周知・啓発する。

5回 50 7,870

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

今年度から講座の
回数を5回に増や
し、幅広い年齢層
に伝統文化に触れ
てもらうため、受
講対象を拡大し
た。

A

お琴に触れる体験
を通じて、伝統文
化への理解を深め
られた。

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

131-01

131-03

122-10

122-11

131-02
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

「ふるさと
高砂学」の
学習

外部講師による謡曲「高砂」の学
習をはじめ、高砂の特産物や今昔
等についての学習を行う。

伝統や文化に関する教育を計画的
に実施し、ふるさと高砂を愛する
心を育てる。

総合的な学
習の時間を
活用し「ふ
るさと高砂
学」を実施
する。

ー ー ー

総合的な学習の時
間を活用して「ふ
るさと高砂学」を
実施した。

A

伝統や文化に関す
る教育を計画的に
実施し、ふるさと
高砂を愛する心を
育てることができ
た

学校教育
課

夏休み親子
歴史体験教
室

夏休み期間中に、小学3～6年生を
対象に、マガタマづくり・石割・
高砂染めの体験活動を、親子で行
う。

こどもが親子で歴史体験を行うこ
とで、先人の知恵を学ぶ機会を設
ける。

3回 ー ー チラシ配布 〇

親子歴史体験教室
を夏休みに3回実
施した。石割体験
20名、高砂染体験
20名、紙衣づくり
4名、計44名が参
加した。

A

親子での歴史体験
を通じて、高砂市
の文化財について
知ってもらうこと
ができ、市民が地
域の歴史へ興味・
関心を抱く機会と
なった。

生涯学習
課

移動歴史教
室・歴史民
俗資料室見
学

社会科授業の一環で、小学校３年
生の児童を対象に、民俗資料の貸
し出しや歴史民俗資料室を見学し
てもらう。

こどもに、数十年前の実際の道具
に触れ体感してもらうことで、郷
土の歴史や先人の身近なくらしを
学習する機会となる。

全小学校 ー ー ー 〇

民具貸出が3校、
歴史民俗資料室の
見学が1校あっ
た。

A

学校と連携して、
民具を活用し、郷
土の歴史や先人の
身近な暮らしにつ
いて、理解を深め
ることができた。

生涯学習
課

伝承遊び、
祭りごっこ
等

わらべうた遊びやこま、かるた遊
び、凧づくりのほか、屋台やみこ
しを作り、お祭りごっこをする。

保育を通して、伝統文化を遊びな
がら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

ー ー ー

保育の中で、凧づ
くり等の伝承遊び
や祭りごっこを
行った。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

幼児保育
課

伝承遊び等
祖父母や地域の高齢者に七夕まつ
り、正月遊び、わらべうた遊びな
どを教えてもらって遊ぶ。

地域の異世代の人たちと交流を持
つことで子供たちを成長させる。

伝統や文化
に触れる機
会を持つ。

ー ー ー

地域の高齢者に七
夕まつり、正月遊
び、わらべうた遊
びなどを教えても
らい遊んだ。

A

地域の異世代の人
たちと交流を持つ
ことで子どもたち
の成長につなげる
ことができた。

幼児保育
課

俳句、短
歌、古文の
学習

小中学校において、俳句、短歌、
古文を学習する。

「ことばの力」を育成する。

各小中学校
で「こと
ば」を意識
し、意欲的
に取り組
む。

ー ー ー

各小・中学校で児
童生徒に「こと
ば」を意識させ、
意欲的に取り組ま
せることができ
た。

A
「ことばの力」を
育成することがで
きた。

学校教育
課

認定こども
園等での散
歩

史跡や民話に関わる場所等を散歩
する。

保育を通して、身近な伝統文化に
触れる。

楽しく伝統
文化を知
る。

ー ー ー

保育の中で、地域
の史跡や民話に関
わる場所を散歩し
た。

A

保育を通して、身
近な伝統文化に触
れることができ
た。

幼児保育
課

131-10

131-04

131-05

131-06

131-07

131-08

131-09

11 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

地域の民話
や歌を取り
入れた行事

運動会、音楽会、生活発表会等の
行事で民話やわらべ歌を取り入れ
る。

保育を通して、伝統文化を遊びな
がら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

ー ー ー

運動会、音楽会、
生活発表会等で民
話等を取り入れ、
行事を行った。

A

保育を通して、楽
しく伝統文化を
知ってもらうこと
ができた。

幼児保育
課

子ども仕舞
教室

子ども対象に仕舞教室を実施し、
高砂観月能などの能舞台で披露す
る。

募集記事を広報たかさごに掲載す
ることにより、活動を支援する。
伝統文化である能楽に親しみ、ふ
るさとを愛する心を育む。

1回 0 0
広報たかさ
ご

子ども仕舞出演者
募集について広報
を行い、仕舞教室
を実施し、高砂神
社能舞台で披露し
た。

A

子ども達が伝統文
化を体験する機会
を通し、ふるさと
を愛する心を育め
た。

文化ス
ポーツ課
（高砂こ
ども仕舞
教室実行
委員会）

謡曲「高
砂」の指導

専門家に依頼し、学校で謡曲「高
砂」を指導する。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

16回 80 80,000 ー

専門講師を招き、
謡曲「高砂」学習
を各校1回ずつ、
合計16回実施し
た。

A

対面による実施を
することができ
た。謡曲「高砂」
に親しむ機会を設
けることができ
た。

学校教育
課

文化まつり
事業等各種
イベントへ
の参加

保育園・幼稚園・学校等に対し
て、文化まつり事業等各種イベン
トへの参加を推進する。

市内の子どものために文化活動の
発表の場を設け、感性を磨く機会
とする。

1回 ー ー

チラシの配
布、広報たか
さご、報道機
関、ホーム
ページ、
Facebook

吹奏楽団の定期演
奏会に、市内各中
学校の吹奏楽部が
参加した。

A

文化活動の場を設
け、また大人の演
奏を聴くことで感
性を磨く機会と
なった。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

教育・保育
活動（音楽
会、生活発
表会等）

保護者や地域の人を招待し、音楽
に親しんだり、劇遊びをする。

園の行事を通じて、日常的に文化
に触れる機会を増やす。

楽しく伝統
文化を知
る。

ー ー ー

音楽会や生活発表
会の中で、音楽に
親しんだり、劇遊
び等を行った。

A

園の行事を通じ
て、日常的に子ど
もたちが、文化に
触れ、親しんでも
らうことができ
た。

幼児保育
課

各種イベン
トでの園児
の作品展示

園児の制作した作品や絵を展示す
る。

各種イベントでの園児の作品展示
することで文化に親しむ機会を与
える。

ー ー ー ー
各種イベントでの
園児の作品展示を
行った。

A

各種イベントで、
園児の作品を展示
することで、芸術
文化に親しんでも
らうことができ
た。

幼児保育
課

子育ち応援
フェア

・歴史文化の継承に取り組んでい
る行事等を紹介する。
・地域の民話の読み聞かせや、参
加者が身体、歌、言葉で表現して
遊ぶ。

高砂市市政70周年記念事業とタイ
アップして子育ち応援フェアを開
催し、園の行事等を紹介する。

ー ー ー ー

子育ち応援フェア
は中止となった
が、市内公立・民
間のこども園等の
こどもたちのクリ
スマスに関する制
作物を市ノ池公園
研修室で展示し
た。

A

子育ち応援フェア
は中止となったが
展示を通じて各こ
ども園の取り組み
を伝えることがで
きた。

幼児保育
課

131-11

131-12

131-15

131-16

131-17

131-14

131-13
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂市少年
少女合唱団

毎月3回の練習を基本とし、年1回
の定期演奏会を開催。各イベント
に出演する。

合唱を通じて団員相互の親睦をは
かり、音楽性を高め、情操豊かな
少年少女を育成する。

毎月3回の練
習と各イベ
ント出演5
回、年1回の
定期演奏会
を開催

864 864,000
ホームペー
ジ

毎月3回以上練習
し、3月には定期
演奏会を開催し
た。また、地域の
イベントである万
灯祭をはじめ、市
民音楽祭や公民館
まつりに参加し
た。

A
目標どおり実施す
ることができた。

生涯学習
課

未就園児親
子サークル
活動

「体験保育らんらん」や「すこや
かグループ」の活動を通して子育
てサークルを育成する。

地域の子どもとその親が集い、交
流しながら季節の伝統行事やわら
べ歌等の伝承遊びに触れ、興味や
関心を高める。自主的な仲間づく
りを行い、子育てサークルへと発
展させていく。

体験保育２
回
すこやか６
グループ５
４回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

体験保育らんらん
3回
地域交流事業2回
すこやかグループ
6グループ46回

A

子育てサークルを
育成する活動の中
で、季節の伝統行
事やわらべうた等
伝承あそ位に触
れ、興味や関心を
高めることができ
た。また、同年齢
のこどもを持つ親
子同士の交流を深
めることができ
た。

子育て支
援課

子育て支援
センターの
各事業

つどいの広場、遊びのキャラバ
ン、サークル交流会を実施する。

各支援センターで開催のつどいの
広場を毎月、地域交流センターや
他施設で開催し地域の親子支援を
強化して実施する。親子各事業の
中で、季節行事や伝統的な遊びを
取り入れて実施する。

つどいの広
場１２７回
遊びのキャ
ラバン16回
サークル交
流会5回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

つどいの広場48回
地域DEつどい55回
遊びのキャラバン
12回
サークル交流会5
回
サークルOB会1回

A

各季節の中で季節
行事や伝統的な遊
びに触れ、興味や
関心を高めること
ができた。地域の
未就園児親子の繋
がりをつくり、子
育てについての情
報交換や交流を深
めることができ
た。

子育て支
援課

キッズクラ
ブ

陸上競技場等で、陸上、絵画、音
楽等の活動を行う。

陸上競技場等で、陸上、絵画、音
楽等の活動を行う。

遊びを通じ
て基礎体力
を養うとと
もに、伝承
遊び等を取
り入れ、文
化・スポー
ツ両面から
活動する場
を設ける。

ー ー
ホームペー
ジ

〇

月2回実施し、陸
上の他、老人会と
の交流で高砂の歴
史を学んだり、と
んど体験、餅つき
等、文化活動も
行った。

A

伝承遊びの他、
様々な活動を取り
入れ、文化・ス
ポーツ両面から活
動する場を設ける
ことで地域文化の
関心を高めること
ができた。

文化ス
ポーツ課
（スポー
ツ少年
団）

131-21

131-18

131-19

131-20
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

読み聞かせ
ボランティ
ア

読み聞かせボランティアの募集、
登録を行い、子どもたちを対象と
した読み聞かせなどの活動を実施
する。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
読書活動を推進するため、読み聞
かせボランティアを募集し、その
活用を図る。

登録ボラン
ティアによ
る読み聞か
せ活動、勉
強会の実施
（各月2回）

0 0
広報
ホームペー
ジ

勉強会を月に2回
以上実施した。

A

登録ボランティア
の活動を援助し、
子どもたちに本の
楽しさを伝えるこ
とができた。

生涯学習
課

お話グルー
プによる絵
本の読み聞
かせ

おはなしルームを開設し、絵本に
親しみ、親子の交流を深める。

おはなしルームを通して、親子で
絵本や昔話に親しみ、興味や関心
を高める。年１回、読み聞かせ講
座を開催し子どもの発達に応じた
絵本の紹介や絵本を通して親子の
交流や愛着形成を深める。	

おはなし会
年１２回
読み聞かせ
講座年１回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

おはなし会12回
読み聞かせ講座1
回

A

おはなし会を通し
て、親子で絵本や
昔話に親しみ、興
味や関心が高まっ
た。読み聞かせ講
座を開催し、こど
もの発達に応じた
絵本の紹介を通し
て、親子の交流や
愛着形成を深める
ことができた。

子育て支
援課

「えほんの
じかん」
「おはなし
会」

読み聞かせボランティアが、幼児
から小学校低学年の児童を対象
に、絵本や物語の読み聞かせ、ス
トーリーテリング等を行う。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
子どもの想像力を豊かにし、読書
を通して心の育成を図る。

・えほんの
じかん 月1
回
・おはなし
会 月1回

0 0
広報
ホームペー
ジ

えほんのじかんを
月1回、おはなし
会を月2回実施し
た。

A

ボランティアによ
るストーリーテリ
ングを通して、子
どもたちに本の楽
しさを伝えられ
た。

生涯学習
課
（図書
館）

子ども会
リーダー育
成研修会

団体行動の中で、さまざまな体験
活動を行う。

体験活動を通して、他校区の子ど
も会リーダーとの交流を深める。

年4回 ー ー
×（外郭団
体）

年4回実施し、延
べ人数小学生97
人、中学生9人が
参加した。

A

4回の体験活動を
通して、小・中学
生が交流を深める
ことができた。

生涯学習
課

青少年健全
育成事業

文化活動を通して、青少年の異世
代交流を行う。

異年齢交流、異世代交流による地
域活動を推進する。

異世代交流
を図る事業
を実施す
る。

2,600 2,600,000
×（外郭団
体）

異世代交流事業と
して、クリ-ン
キャンペ-ンやグ
ランドゴルフ大会
等を実施した。

A

異世代交流を図る
ことで、青少年が
地域の文化に親し
み、関心を高める
ことができた。

生涯学習
課

中学生サイ
エンスキャ
ンプ

明石高専の教員を講師に招き、中
学生を対象にした理数講座を実施
する。

理科・数学の知識、理解を深め、
活用する能力を磨く。

年1回 0 0
広報
ホームペー
ジ

理数系講座・実験
を行う教室を開催
し、中学生10名が
参加した。

A

学校の授業では体
験できない実験や
解説を受け、科学
への興味・関心を
育むことができ
た。

生涯学習
課

自然観察会
ネイチャーゲームを通して、見
る・聞く・触るなど自然を体験す
る。

自然観察等を行い、環境保全の意
識向上を目指す。

年１回 38 20
広報たかさ
ご、チラシ

11月24日、向島公
園及び高砂海浜公
園にて、17名が参
加した

A
目標通り実施でき
たため。

環境政策
課

131-23

131-24

131-25

131-26

131-22

131-27

131-28
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

県民交流広
場等での作
品展示

園児の制作した作品や絵を展示す
る。

身近なコミュニティ施設などを文
化活動の発表の場に有効利用す
る。

身近な公共
施設を文化
活動の場に
利用する。

ー ー ー

園児の制作した作
品や絵を市民病院
等で展示を行っ
た。

A

身近なコミュニ
ティ施設を発表の
場として活用し、
園児たちに芸術作
品の創造と発表す
る機会を提供でき
た。

幼児保育
課

企業主催の
芋掘り

保育園・幼稚園・こども園・小学
校・児童学園が合同で、芋の苗植
えや収穫を体験する。

地域企業とタイアップした行事を
通じて文化活動を推進する。

地域企業の
協力を得て
芋の苗付け
から収穫ま
でを体験す
る。

ー ー ー

地域企業の協力を
得て芋の苗付けか
ら収穫までを体験
した。

A

地域企業の協力を
受け、園児たちが
芋の苗付けから収
穫までを体験する
ことができた。

幼児保育
課

企業主催行
事への参加

保・こ・幼・小・児童学園が、芋
の苗植えや収穫をなど様々なイベ
ントを体験する。

地域企業とタイアップした行事を
通じて文化活動を推進する。

地域企業の
協力を得て
芋の苗付け
から収穫ま
でを体験す
る。

ー ー ー

総合的な学習の時
間を活用して「ふ
るさと高砂学」を
実施した。

A

地域企業とタイ
アップした行事を
実施し、文化活動
を推進した。

学校教育
課

施設見学
高砂市・加古川市・稲美町・播磨
町の小学校を対象に施設見学を受
け入れる。

エコクリーンピアはりまの見学を
通じて、ごみの減量や地球の環境
について考える機会を提供する。

申込みの
あった小学
校を受け入
れる。

ー ー
ホームペー
ジ

〇

申込みのあった小
学校を受け入れ
た。
（３５校２７４２
名　内高砂市５校
３３９名）

A

申込みのあった小
学校はすべて受け
入れ、ごみの減量
や地球の環境につ
いて考える機会を
提供した。

エコク
リーンピ
アはりま

環境学習リ
サイクル講
座

環境学習リサイクル講座を開催す
る。

楽しく体験・学習することができ
る環境学習リサイクル講座を通じ
て、一人ひとりが環境問題やごみ
の減量化・再資源化に対しての意
識を高めることを目的とする。

年３４回 ー ー

広報たかさ
ご、ホーム
ページ、
Facebook

〇

年３４回開催し、
延べ１，０２７人
（内高砂市民　延
べ368人）の参加
があった。

A

目標どおり年３４
回開催し、環境問
題やごみの減量
化・再資源化につ
いて考える機会を
提供した。

エコク
リーンピ
アはりま

２　若者世代の文化芸術活動支援

131-33

131-31

131-32

131-29

131-30

15 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

読み聞かせ
ボランティ
ア

読み聞かせボランティアの募集、
登録を行い、子どもたちを対象と
した読み聞かせなどの活動を実施
する。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
読書活動を推進するため、読み聞
かせボランティアを募集し、その
活用を図る。

登録ボラン
ティアによ
る読み聞か
せ活動、勉
強会の実施
（各月2回）

0 0
広報
ホームペー
ジ

〇
勉強会を月に2回
以上実施した。

A

登録ボランティア
の活動を援助し、
子どもたちに本の
楽しさを伝えるこ
とができた。

生涯学習
課
（図書
館）

お話グルー
プによる絵
本の読み聞
かせ

おはなしルームを開設し、絵本に
親しみ、親子の交流を深める。

おはなしルームを通して、親子で
絵本や昔話に親しみ、興味や関心
を高める。年１回、読み聞かせ講
座を開催し子どもの発達に応じた
絵本の紹介や絵本を通して親子の
交流や愛着形成を深める。	

おはなし会
年１２回
読み聞かせ
講座年１回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

〇
おはなし会12回
読み聞かせ講座1
回

A

おはなし会を通し
て、親子で絵本や
昔話に親しみ、興
味や関心が高まっ
た。読み聞かせ講
座を開催し、こど
もの発達に応じた
絵本の紹介を通し
て、親子の交流や
愛着形成を深める
ことができた。

子育て支
援課

「えほんの
じかん」
「おはなし
会」

読み聞かせボランティアが、幼児
から小学校低学年の児童を対象
に、絵本や物語の読み聞かせ、ス
トーリーテリング等を行う。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
子どもの想像力を豊かにし、読書
を通して心の育成を図る。

・えほんの
じかん 月1
回
・おはなし
会 月1回

0 0
広報
ホームペー
ジ

えほんのじかんを
月1回、おはなし
会を月2回実施し
た。

A

ボランティアによ
るストーリーテリ
ングを通して、子
どもたちに本の楽
しさを伝えられ
た。

生涯学習
課
（図書
館）

行事開催時
における各
団体の紹介

行事のオープニング等で文化団体
を紹介する。

文化団体の活動の周知を図る。 随時 0 0
チラシの配
布

高砂市役所ロビー
コンサート及び高
砂市美術展ロビー
コンサート、「高
砂学」において、
文化団体の行事紹
介を行った。

A
各行事において、
団体の活動を周知
できた。

文化ス
ポーツ課

132-01

132-02

132-03

132-04

132-05

16 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化団体の
コラボレー
ション

さまざまな文化団体のコラボレー
ションの企画や団体間の調整を行
う。

コラボレーションすることで、他
団体との交流や新たな文化活動へ
の発展を促す。また、多方面から
高砂市を紹介する。

1回 0 0

ポスター等
の展示、チ
ラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

「市美術展」にお
いて、美術作品を
背景にロビーコン
サートを実施し
た。

A

コラボレーション
することで、多く
の来場者を呼び込
み、新たな文化発
展につながった。

文化ス
ポーツ課

施策４　謡曲「高砂」に触れる機会の充実

１　子ども達が謡曲「高砂」に触れる機会の充実

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

子ども仕舞
教室

子ども対象に仕舞教室を実施し、
高砂観月能などの能舞台で披露す
る。

募集記事を広報たかさごに掲載す
ることにより、活動を支援する。
伝統文化である能楽に親しみ、ふ
るさとを愛する心を育む。

1回 0 0
広報たかさ
ご

〇

子ども仕舞出演者
募集について広報
を行い、仕舞教室
を実施し、高砂神
社能舞台で披露し
た。

A

子ども達が伝統文
化を体験する機会
を通し、ふるさと
を愛する心を育め
た。

文化ス
ポーツ課
（高砂こ
ども仕舞
教室実行
委員会）

「ふるさと
高砂学」の
学習

外部講師による謡曲「高砂」の学
習をはじめ、高砂の特産物や今昔
等についての学習を行う。

伝統や文化に関する教育を計画的
に実施し、ふるさと高砂を愛する
心を育てる。

総合的な学
習の時間を
活用し「ふ
るさと高砂
学」を実施
する。

ー ー ー 〇

総合的な学習の時
間を活用して「ふ
るさと高砂学」を
実施した。

A

伝統や文化に関す
る教育を計画的に
実施し、ふるさと
高砂を愛する心を
育てることができ
た

学校教育
課

141-04

132-06

141-03

141-01

141-02

17 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

謡曲「高
砂」の指導

専門家に依頼し、学校で謡曲「高
砂」を指導する。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

16回 80 80,000 ー 〇

専門講師を招き、
謡曲「高砂」学習
を各校1回ずつ、
合計16回実施し
た。

A

対面による実施を
することができ
た。謡曲「高砂」
に親しむ機会を設
けることができ
た。

学校教育
課

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー 〇
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

２　市民が謡曲「高砂」を学び、知る機会の充実

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

市制施行記念式典等行事のオープ
ニングで謡曲「高砂」を謡う、も
しくは音源を流す。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

4回 30 30,000
広報たかさ
ご
報道機関

市制施行70周年記
念式典等の行事
で、謡曲合唱団た
かさごの皆様に謡
曲「高砂」を謡っ
ていただき、会場
全員での大合唱も
行うことができ
た。

A

目標回数を達成
し、市内外の皆様
に親しむ機会を提
供できた。

秘書室

行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

行事のオープニングや高砂文化教
室「高砂学」で謡曲「高砂」を謡
う。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

「高砂学」
4回
会議前
2回

0 0 ー

「高砂学」謡曲編
を4回開催し、参
加者が謡えるよう
になった。また、
文化振興審議会、
文化連盟総会の前
に委員全員でCDを
清聴した。

A

高砂学謡曲編以外
にも謡曲を聴く機
会を設けること
で、ふるさと「高
砂」への愛着と誇
りを育てた。

文化ス
ポーツ課

142-03

141-06

142-02

141-05

142-01

18 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

子ども仕舞
教室

子ども対象に仕舞教室を実施し、
高砂観月能などの能舞台で披露す
る。

募集記事を広報たかさごに掲載す
ることにより、活動を支援する。
伝統文化である能楽に親しみ、ふ
るさとを愛する心を育む。

1回 0 0
広報たかさ
ご

〇

子ども仕舞出演者
募集について広報
を行い、仕舞教室
を実施し、高砂神
社能舞台で披露し
た。

A

子ども達が伝統文
化を体験する機会
を通し、ふるさと
を愛する心を育め
た。

文化ス
ポーツ課
（高砂こ
ども仕舞
教室実行
委員会）

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー 〇
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

ふれあいの
祭典ひょう
ご民俗芸能
祭

県内に伝わる民俗芸能の舞台を披
露する。

市民の民俗芸能への関心を高め、
交流の輪を広げる。

1回 600 458,284

チラシ、ポ
スター、広
報たかさ
ご、報道機
関、ホーム
ページ

〇

「ひょうご民俗芸
能祭in高砂」を開
催し、430人が来
場した。

A

県内の民俗芸能団
体を招き、市内団
体及び他地域の団
体の芸能を紹介
し、市民の民俗芸
能への関心を高め
られた。

文化ス
ポーツ課

基本目標２　文化芸術活動の活性化を応援します

施策１　活動する個人や団体の活動推進

１　市民、団体の自主的な文化活動の支援

子ども会
リーダー育
成研修会

団体行動の中で、さまざまな体験
活動を行う。

体験活動を通して、他校区の子ど
も会リーダーとの交流を深める。

年4回 ー ー
×（外郭団
体）

年4回実施し、延
べ人数小学生97
人、中学生9人が
参加した。

A

4回の体験活動を
通して、小・中学
生が交流を深める
ことができた。

生涯学習
課

青少年健全
育成事業

文化活動を通して、青少年の異世
代交流を行う。

異年齢交流、異世代交流による地
域活動を推進する。

異世代交流
を図る事業
を実施す
る。

2,600 2,600,000
×（外郭団
体）

異世代交流事業と
して、クリ-ン
キャンペ-ンやグ
ランドゴルフ大会
等を実施した。

A

異世代交流を図る
ことで、青少年が
地域の文化に親し
み、関心を高める
ことができた。

生涯学習
課

142-07

142-04

142-06

142-05

211-01

211-02

19 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化まつり
事業

文化連盟加盟団体が文化まつり事
業を実施する。

それぞれの団体の活動を発表する
ことにより、文化を育て、伝承し
ていく。

15団体 792 792,000

チラシ等の
配布、広報
たかさご、
報道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

文化連盟加盟団体
（15団体）が行う
事業に対し、補助
金を交付し、広報
を行った。

A
加盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

高砂市民合
唱団

月4回の練習を基本とし、発表
会・研究会の開催する。

団員相互間の親睦と研鑽をはかる
と共に市民の文化振興に寄与す
る。

月4回の練習
を基本と
し、ボラン
ティア活動
20日と各イ
ベント出演2
回

413 412,800
各地域交流
センター掲
示板

月4回練習し、11
月には市民音楽祭
に参加した。2月
から3月にかけボ
ランティア活動に
尽力した。

A
目標どおり実施す
ることができた。

生涯学習
課

行事開催時
における各
団体の紹介

行事のオープニング等で文化団体
を紹介する。

文化団体の活動の周知を図る。 随時 0 0
チラシの配
布

〇

高砂市役所ロビー
コンサート及び高
砂市美術展ロビー
コンサート、高砂
文化教室「高砂
学」において、文
化団体の行事紹介
を行った。

A
各行事において、
団体の活動を周知
できた。

文化ス
ポーツ課

高砂市文化
振興審議会

文化事業の進捗状況や次年度事業
の検討を行う。

文化振興実施計画等、基本方針に
付随する事項について調査審議す
る。

2回 187 132,535
ホームペー
ジ

文化振興審議会を
2回実施し、文化
事業の進捗状況や
次年度事業の検討
を行った。

A

文化事業の進捗管
理及び次年度事業
の検討を行った。
文化振興によるま
ちづくりを総合的
かつ計画的に推進
することができ
た。

文化ス
ポーツ課

文化財審議
委員会

市文化財保護条例に基づき、文化
財の指定、保存及び活用について
審議する。

文化財の保護を図る。 年3回 235 133,220 ー

2回審議委員会を
開催し、文化財保
護等について審議
を行った。

A

指定文化財や保護
対象の文化財に関
する指導を得て、
より良い保存及び
活用を図ることが
できた。

生涯学習
課

211-03

211-04

211-05

211-07

211-06

20 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化会館の
優先利用及
び利用料金
の減免

・文化まつり事業については、優
先利用、利用料金の減免をする。
・文化連盟加盟団体の行う事業
は、利用料金の減免をする。

優先利用、利用料金の減免によ
り、文化活動を行う団体を支援す
る。

15事業 ー ー ー

文化連盟加盟団体
の実施する事業に
ついて、文化会館
等の優先利用、利
用料金の減免、施
設予約の調整等を
行った。

A

文化会館等の優先
利用等を行うこと
により、加盟団体
の文化活動を支援
することができ
た。

文化ス
ポーツ課

文化連盟等
への補助金

①文化まつり事業として、文化連
盟及び加盟団体が行う事業に対
し、補助金を交付する。
②市制70周年記念事業として、文
化連盟及び加盟団体が行う事業に
対し、補助金を交付する。

各文化活動を支援することによ
り、文化振興を図る。

①15団体
②4団体

①792
②2,100

①792,000
②2,100,000

ホームペー
ジ

①文化連盟加盟団
体（15団体）が行
う事業に対し、補
助金を交付した。
②加盟団体のうち
4団体に市制70周
年記念事業のため
の補助金を交付し
た。

A

加盟団体の文化活
動および市制70周
年記念事業に係る
文化活動を支援す
ることができた。

文化ス
ポーツ課

市民提案型
地域協働推
進事業「夢
の代」補助
金

市民が主体的、自主的に行う公益
活動に対し補助金を交付する。

市民の個性を活かす市民参画都市
高砂をめざし、市民の豊かな発想
による魅力的なまちづくりを推進
するとともに、市民活動のさらな
る活性化と地域力の向上を図る。

市制70周年
記念事業：
２件
地域活性化
事業：２件
活動団体支
援事業：４
件
団体設立支
援事業：５
件

3,050 2,451

広報たかさ
ご
ホームペー
ジ

市制70周年記念事
業：２件
地域活性化事業：
２件
活動団体支援事
業：４件
団体設立支援事
業：２件

A

市民が主体的、自
主的に行う公益活
動に対し、補助金
を交付し、市民活
動の活性化と地域
力の向上を図るこ

とができた。

地域振興
課

障害者交流
事業補助金

障がい者とその他の市民とが交流
して行うスポーツ及びレクリエー
ション活動等の事業に対し、補助
金を交付する。

障がい者に対する理解と認識を深
め、障がい者の福祉増進を図る。

1件 600 0
ホームペー
ジ

0件 B
補助金要綱を改正
し、令和7年4月1
日から補助対象事
業を拡充する。

障がい福
祉課

211-09

211-08

211-10

211-11
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

後援申請の
案内、承認

活動団体のイベント等に対して、
後援申請の案内及び承認を行う。

学術、文化、スポーツ及び福祉等
に関する事業を行う団体に対し、
市の後援名義 の使用を承認するこ
とによりその事業を奨励し、学
術、文化及びスポーツの振興並び
に福祉の増進等に資することを目
的とする。

申請に応じ
て

0 0
ホームペー
ジ

承認件数127件 A

学術、文化、スポ
-ツ及び福祉等に
関する事業を行う
団体に対し、市の
後援名義 の使用
を承認することに
よりその事業を奨
励し、学術、文化
及びスポ-ツの振
興並びに福祉の増
進等に資すること
ができた。

総務課

後援申請の
案内

活動団体のイベント等に対して、
後援申請の案内及び承認を行う。

市民の幅広い参加教育行政への寄
与

申請に応じ
て

0 0
ホームペー
ジ

承認件数58件 A
申請に応じて承認
している。

生涯学習
課

後援申請の
案内

活動団体のイベント等に対して後
援申請の案内を行う。

申請方法や申請場所を案内するこ
とで、手続きが円滑に行えるよう
にする。

随時 0 0 ー
各種文化団体に対
して、後援申請の
案内を行った。

A

文化連盟加盟団体
や来庁者に案内
し、団体の文化活
動の支援すること
ができた。

文化ス
ポーツ課

各種団体等
の連絡会議

各種文化関係団体等の会議の実施
や行政との連絡調整等を行う。

各種文化関係団体等の行う文化活
動への支援や協力・連携を図る。

1回 0 0 ー

文化連盟等、各種
文化団体の会議の
開催を支援し、行
政との連絡調整を
行った。

A

会議等の開催の支
援や連携を行うこ
とで、各種文化関
係団体の運営を円
滑に進めることが
できた。

文化ス
ポーツ課

指定管理者
との連携

施設管理や実施事業等について連
携を図る。

施設管理や実施事業等について連
携を図ることにより、文化団体が
活動しやすい環境づくりや多様な
文化事業を展開する。

・会議
月１回
・運営委員
会
年１回
・事業随時

0 0 ー

（文化スポーツ
課）
月１回文化会館連
絡調整会議を行っ
た。

A

（文化スポーツ
課）
毎月会議を行い、
施設管理や実施事
業について連絡、
調整を行うこと
で、文化団体が活
動しやすい環境整
備を図ることがで
きた。

各課

公益財団法
人高砂市施
設利用振興
財団との連
携

施設管理や実施事業について連携
を図る。

施設管理や実施事業等について連
携を図ることにより、文化団体が
活動しやすい環境づくりや多様な
文化事業を展開する。

1件 0 0 ー

財団、剣道連盟、
美術協会が連携
し、武蔵・伊織児
童絵画・書道展を
行った。

A

剣道大会と共に絵
画・書道展を開催
し、子ども達に芸
術作品の創造と発
表する機会を提供
できた。

各課

211-15

211-12

211-13

211-14

211-16

211-17
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

企業との連
携

実施事業について、協力、連携を
図る。

企業との連携を支援し、文化活動
を通して地域の活性化を図る。

1件 0 0 報道機関

市美術展において
神戸新聞社賞を設
け、表彰状と盾を
提供いただいた。

A
企業と連携し、市
美術展の充実を図
ることができた。

文化ス
ポーツ課

企業との連
携

実施事業について、協力、連携を
図る。

たかさご万灯祭等、地元行事実施
時に企業との連携を図る。

各種誘客イ
ベントで企
業との連携
を図る

0 0 ー

たかさご万灯祭に
おいて、カネカ、
三菱製紙、神戸製
鋼等地元企業が参
加した。

A
行事等を通じて企
業との連携が図れ
た。

シティプ
ロモー
ション室

文化会館の
施設整備

施設の整備を行う。
文化に接する場や練習、発表の場
を整備、充実することにより、活
動団体を支援する。

①指定管理
者による小
修繕

②文化会館
非常用発電
機及び高圧
機器の改修
工事を行
う。

①10,000
②45,900

①10,000,000
②42,559,000

ー 〇

①指定管理者によ
る小修繕を行っ
た。
②文化会館非常用
発電機改修工事を
行った。

A

市民の文化活動を
支援し、安全・安
心に利用できるよ
う、計画的に文化
施設の整備を行
い、施設の適切な
維持管理に努め
た。

文化ス
ポーツ課

東播磨文化
団体連合会
事業

各大会に参加する。
東播磨の各団体と合同で大会を実
施し、文化交流をすることによ
り、活動を広げ、深める。

各大会に参
加する。

0 0

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

「東播磨文化フェ
スティバル」、
「東はりま芸能
祭」等に参加し
た。

A

参加を通じて、東
播磨地域や、県内
他地域の文化団体
との文化交流がで
きた。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

２　展示や発表など、成果を発表する機会の充実

病院、福祉
施設の活用

各種文化関係団体等の慰問の調整
をする。

文化関係団体等の発表の場を増や
す。

1件 ー ー 未定 〇
慰問への調整の問
い合わせはなかっ
た。

B
慰問への調整の問
い合わせはなかっ
た。

文化ス
ポーツ課

高齢者大学
での講座

高齢者を対象に生涯学習の場を提
供するとともに、高砂市の歴史や
伝統文化を学習する講座を設け
る。

高齢者の学習要求にこたえ、健康
の増進、教養及び生活文化、生き
がいの向上を図る。

高砂市の歴
史、文化に
焦点を定
め、カリ
キュラムを
実施する。

200 180,000
ホームペー
ジ

〇

高齢者を対象に、
歴史や文化に関す
る学習を年16回実
施した。

A

高砂の歴史や文化
を主とした講座だ
けではなく、他の
テーマの講座で
も、高砂に関係し
た内容を取り扱う
ことが多くあっ
た。

教育セン
ター

212-01

211-18

211-19

212-02

211-20

211-21
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化まつり
事業等各種
イベントへ
の参加

保育園・幼稚園・学校等に対し
て、文化まつり事業等各種イベン
トへの参加を推進する。

市内の子どものために文化活動の
発表の場を設け、感性を磨く機会
とする。

1回 ー ー

チラシの配
布、広報たか
さご、報道機
関、ホーム
ページ、
Facebook

〇

吹奏楽団の定期演
奏会に、市内各中
学校の吹奏楽部が
参加した。

A

文化活動の場を設
け、また大人の演
奏を聴くことで感
性を磨く機会と
なった。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

文化まつり
事業

文化連盟加盟団体が文化まつり事
業を実施する。

それぞれの団体の活動を発表する
ことにより、文化を育て、伝承し
ていく。

15団体 792 792,000

チラシ等の
配布、広報
たかさご、
報道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

文化連盟加盟団体
（15団体）が行う
事業に対し、補助
金を交付し、広報
を行った。

A
加盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

芸術鑑賞
会、教育美
術展、音楽
会

小中学校において、芸術鑑賞会、
教育美術展、音楽会を行う。

芸術鑑賞会や美術展、音楽会を行
うことで、文化の関心を高める。

芸術鑑賞会
や美術展、
音楽会を行
う。

ー ー ー

教育美術展や各学
校における音楽会
等は通常通り開催
することができ
た。

A
児童生徒が芸術に
触れる機会を設け
ることができた。

学校教育
課

合唱コン
クール、文
化祭

中学校において、合唱コンクー
ル、文化祭を行う。

文化祭や合唱コンクールを計画的
に実施することにより、文化に対
する興味関心を高める。

文化祭や合
唱コンクー
ルを行う。

ー ー ー

合唱コンクールや
文化祭を通常通り
実施することがで
きた。

A

合唱コンクールや
文化祭を実施し生
徒の体験活動の充
実に努めた。

学校教育
課

高砂市少年
少女合唱団

毎月3回の練習を基本とし、年1回
の定期演奏会を開催。各イベント
に出演する。

合唱を通じて団員相互の親睦をは
かり、音楽性を高め、情操豊かな
少年少女を育成する。

毎月3回の練
習と各イベ
ント出演5
回、年1回の
定期演奏会
を開催

864 864,000
ホームペー
ジ

〇

毎月3回以上練習
し、3月には定期
演奏会を開催し
た。また、地域の
イベントである万
灯祭をはじめ、市
民音楽祭や公民館
まつりに参加し
た。

A
目標どおり実施す
ることができた。

生涯学習
課

高砂市民合
唱団

月4回の練習を基本とし、発表
会・研究会の開催する。

団員相互間の親睦と研鑽をはかる
と共に市民の文化振興に寄与す
る。

月4回の練習
を基本と
し、ボラン
ティア活動
20日と各イ
ベント出演2
回

413 412,800
各地域交流
センター掲
示板

〇

月4回練習し、11
月には市民音楽祭
に参加した。2月
から3月にかけボ
ランティア活動に
尽力した。

A
目標どおり実施す
ることができた。

生涯学習
課

院内コン
サート

患者や家族を対象に、職員による
院内コンサートを実施する。

患者やその家族の方に癒しを提供
する。

年３回実施 0 0
ホームペー
ジ、広報誌

〇
予定どおり年３回
実施できた。

A
年３回実施でき、
満席であった。

市民病院

212-04

212-09

212-03

212-05

212-06

212-07

212-08
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂市美術
展

高砂市美術展を開催する。
美術作品を発表する場と、鑑賞す
る機会を設ける。

来場者数
1,700人
出品数
300点

3,379 2,594,412

ポスター等
の展示、チ
ラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

250点の作品出品
があり、内184点
を会場に展示し
た。3日間で1,310
人が来場者した。

A

来場者数は目標を
下回ったが、出品
数は昨年度より15
点増え、市美術展
について認知度が
高まった。優れた
芸術作品に触れる
機会を提供でき
た。

文化ス
ポーツ課

防火ポス
ター

ポスターの募集を行う。 火災予防啓発 年１回 76 76,000 ー

市内小学5、6年生
を対象に防火ポス
ターを募集、大型
商業施設に展示す
ることで、広く火
災予防を啓発する
ことができた。

A

全国統一防火標語
を題材としたポス
ターを大型商業施
設に展示すること
で、多くの市民に
火災予防をPRする
ことができた。

消防本部

交通安全ポ
スター

ポスターの募集を行う。 交通安全啓発 年1回 19 19,000

・市ホーム
ページ
・市
Facebook
・大型商業
施設での掲
示

○

市内各小学校から
203点の応募があ
り、審査会で選
考、38点を選考し
大型商業施設で掲
示し、内8点につ
いて高砂市文化会
館で表彰を行っ
た。

A

交通安全ポスター
の募集を行い、審
査を行った後、ポ
スターを大型商業
施設で掲示し、子
ども達に芸術作品
の創造と発表する
機会を提供でき
た。また、交通安
全意識の高揚と交
通ルールの遵守に
ついて多くの市民
に対し周知するこ
とができた。

土木総務
課

花と緑の写
生コンクー
ル

ポスターの募集を行う。
市内の小中学生を対象に、花や緑
への関心を高める。

年1回 262 249,592
表彰者を神
戸新聞へ掲
載

年1回実施し、
1840点の出品が
あった。

A

ポスタ-の応募を
通して、子ども達
に芸術作品の創造
と発表する機会を
提供できた。ま
た、花や緑への関
心を高めることが
できた。

道路公園
課

212-12

212-13

212-10

212-11
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

選挙啓発ポ
スター

ポスターの募集を行う。 選挙啓発 年１回 37 20,458

各小中高校
を通して情
報提供を
行ってい
る。

市内小中学校から
74点の応募があっ
た。

A

ポスターの応募を
通して、子ども達
に芸術作品の創造
と発表する機会を
提供できた。ま
た、児童、生徒の
選挙への関心を高
めることができ
た。

選挙管理
委員会事
務局

高砂マラソ
ンプログラ
ム

プログラムの表紙の募集を行う。
マラソンへの関心を高め、プログ
ラムを通して高校生が美術作品を
発表する機会を提供する。

年1回 ー ー ー

県立高砂南高校美
術部にプログラム
表紙をデザインし
てもらった。

A

市制70周年を記念
しプログラムの表
紙を制作してもら
い、多くの人に対
して作品を見ても
らえる機会が提供
できた。

文化ス
ポーツ課

申義堂の活
用

高砂市に保存継承されてきた文化
財建造物を維持管理するととも
に、一般公開し、関連する講演
会・展示活動等を行う。

指定文化財として保存を図るだけ
でなく、公開等の活用を通じて、
文化財保護を市民に周知・啓発す
る。

申義堂
土日祝日公
開、平日利
用の促進と
関連イベン
トとの協働

1,153 1,109,846
ホームペー
ジ

〇

土日祝日の一般公
開や、平日の臨時
公開を行った。利
用者数は、個人
2,274人、団体338
人、計2,612人。

A

指定文化財を活用
し、一般公開を行
い、市内外の方に
市の歴史・文化資
源を周知・啓発す
ることができた。

生涯学習
課

旧入江家住
宅の活用

高砂市に保存継承されてきた文化
財建造物を維持管理するととも
に、一般公開し、関連する講演
会・展示活動等を行う。

指定文化財として保存を図るだけ
でなく、公開等の活用を通じて、
文化財保護を市民に周知・啓発す
る。

旧入江家住
宅
年１回公開

47,822 47,285,940

チラシ配布
ホームペー
ジ
広報たかさ
ご

〇

旧入江家住宅保存
活用計画に基づ
き、蔵保存修理工
事を実施し、見学
会を年3回開催し
計812人の参加が
あった。

A

文化財を保存する
ための工事を実施
し、文化財活用の
ための公開事業に
も取り組み、市内
外の方に市の歴
史・文化資源を周
知・啓発すること
ができた。

生涯学習
課

市民ギャラ
リー「あい
ぽっと」の
活用

分庁舎1階多目的スペースの一部
を活動発表や展示の場として提供
する。

市民の文化芸術活動や市民活動の
向上を図る。また、市の行政情報
の発信にも利用する。

10団体 0 0

広報たかさ
ご
ホームペー
ジ

〇 20団体 S

市民団体が昨年度
より増加し、多数
の団体に利用して
もらうことができ
たため。

地域振興
課

文化会館展
示スペース
の活用

展示スペースを活用し、作品展示
や高砂ゆかりの人物の紹介を行
う。

空スペースを作品展示等のスペー
スとして有効活用する。

1件 0 0 ー 〇
高砂ゆかりの人物
などの文化事業の
展示を行った。

C

展示内容を新しく
する案が文化会館
とも協議したが、
纏まらなかったた
め、新しい展示等
に変えることがで
きなかった。

文化ス
ポーツ課

212-14

212-19

212-17

212-16

212-15

212-18
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

県民交流広
場等での作
品展示

園児の制作した作品や絵を展示す
る。

身近なコミュニティ施設などを文
化活動の発表の場に有効利用す
る。

身近な公共
施設を文化
活動の場に
利用する。

ー ー ー 〇

園児の制作した作
品や絵を市民病院
等で展示を行っ
た。

A

身近なコミュニ
ティ施設を発表の
場として活用し、
園児たちに芸術作
品の創造と発表す
る機会を提供でき
た。

幼児保育
課

作品展示ス
ペースの設
置、活用

各地域交流センターで作品を展示
する。

作品展示により、地域の人に地域
交流センターグループ活動の理解
を深め、交流を図る。

随時 0 0
各交流セン
ター展示ス
ペース

〇

各地域交流セン
ターにおいて、活
動団体の作品展示
を行った。

A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

男女共同参
画センター
の活用

市民グループ（エッセイグルー
プ）の活動支援及び場所の提供を
行う。

男女共同参画センター市民グルー
プの育成を推進する。

市民グルー
プ活動支援
のため開催
場所の提供
を行う。

0 0 ー 〇
毎月１回、活動場
所の提供を行っ
た。

A

活動場所の提供等
の支援により、積
極的なグループ活
動が行われ、市民
グループの育成を
推進することがで
きた。

人権推進
課

学習成果、
作品展示ス
ペースの設
置、活用

教育センター施設を利用し、成果
物、作品を展示する。

成果物、作品を展示することによ
り、活動への理解を深めるととも
に、活動できる人材を育てる。

年間で実施 ー ー
ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

〇

教育センターで学
園祭を開催し、多
くの作品を展示し
た。

A

教育センターで学
園祭を開催し、来
場者から好評を得
た。

教育セン
ター

活動・発表
場所の紹介

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場の紹介
をする。

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0
ホームペー
ジ

〇

市内の文化施設で
の活動・発表の場
について、ホーム
ページ等で情報提
供した。

A

市内の文化施設等
における活動・発
表の場を紹介し、
市民の文化活動を
支援することがで
きた。

文化ス
ポーツ課

活動・発表
場所の紹介

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場の紹介
をする。

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0
ホームペー
ジ

〇

各地域交流セン
ターにおいて、活
動内容等をホーム
ページで紹介し
た。

A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

市民ギャラ
リーの紹介

市民ギャラリー等、展示場所の調
査、紹介を行う。

文化施設やギャラリーなど、活
動・発表の場の紹介をし、活動・
発表の場を広げる。

随時 0 0 ー 〇
高砂市民ギャラ
リー等の紹介を
行った。

B
今後、展示場所の
調査も実施する。

文化ス
ポーツ課

212-20

212-23

212-22

212-21

212-25

212-24

212-26
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

展示スペー
スの紹介

伊保地域交流センター展示スペー
ス、展示場所の紹介を行う。

市民にも活動・発表の場の紹介を
し、活動・発表の場を広げる。

随時 0 0
掲示板
ホームペー
ジ

〇 11件 A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

ごみ減量
化・再資源
化ポスター

ポスターの募集を行う。
ごみの減量化と再資源化の意識向
上を目的とする。

年１回 16 16,000

広報たかさ
ご、ホーム
ページ、
Facebook

〇

市内小学生を対象
にごみ減量化・再
資源化ポスターの
募集を行い、68点
の応募があった。
入選作品のポス
ター展をイオン高
砂店で実施し、市
民に対し啓発した
（１１月７日～１
１月１４日）。

A

多くの買い物客が
訪れるイオン高砂
店で入選作品の展
示を実施すること
で、十分な啓発効
果が得られた。

エコク
リーンピ
アはりま

じょうとん
バスポス
ター

ポスターの募集を行う。
市内小学生を対象にポスター募集
を通じてじょうとんバスに親近感
を持ってもらう。

年1回 247 202,890

ホームペー
ジ
各小学校へ
チラシ配布

4～6年生を対象に
夏休みの宿題とし
てポスターの募集
を行い、84作品の
応募があった。

A

ポスターを創作す
ることの喜び、
じょうとんバスへ
の興味・関心を
持ってもらうこと
ができた

都市政策
課

市役所ロ
ビーコン
サートの開
催

市役所ロビーコンサートの開催を
行う。

演奏家の発表及び育成の場を提供
する。

年12回 0 0

ホームペー
ジ、広報た
かさご、
SNS等

〇

年11回行い、市内
の演奏家だけでな
く市外の演奏家の
発表の場を提供で
きた。

A

目標を少し下回っ
たが、徐々にロ
ビーコンサートの
認知度が広まって
きており、来場者
は平均で80人を超
えた。
演奏家より、他市
より演奏可能時間
が長いため、色ん
な曲を来場者に聴
いてもらえるとい
う感想もいただい
た。

文化ス
ポーツ課

ふれあいの
祭典ひょう
ご民俗芸能
祭

県内に伝わる民俗芸能の舞台を披
露する。

市民の民俗芸能への関心を高め、
交流の輪を広げる。

1回 600 458,284

チラシ、ポ
スター、広
報たかさ
ご、報道機
関、ホーム
ページ

〇

「ひょうご民俗芸
能祭in高砂」を開
催し、430人が来
場した。

A

県内の民俗芸能団
体を招き、市内団
体及び他地域の団
体の芸能を紹介
し、市民の民俗芸
能への関心を高め
られた。

文化ス
ポーツ課

施策２　人材の育成と活用

１　次代を担う文化芸術活動の推進

212-31

212-30

212-27

212-28

212-29

28 



事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

ママボラン
ティア講座

ママボランティア講座を実施す
る。

子育て中の母親の力を活用し、支
援センター事業の補助や講座開催
時の託児等、子育て支援者の育成
を行う。

年１回 ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

年1回講座を開催
し、7名が参加し7
名ボランティアと
して育成した。

A

わらべうたや親子
遊びなど身近な伝
統文化に親しみ、
子育てに活用する
ことを学ぶ機会が
できた。

子育て支
援課

高砂市美術
展

高砂市美術展を開催する。
美術作品を発表する場と、鑑賞す
る機会を設ける。

来場者数
1,700人
出品数
300点

3,379 2,594,412

ポスター等
の展示、チ
ラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

250点の作品出品
があり、内184点
を会場に展示し
た。3日間で1,310
人が来場者した。

A

来場者数は目標を
下回ったが、出品
数は昨年度より15
点増え、市美術展
について認知度が
高まった。優れた
芸術作品に触れる
機会を提供でき
た。

文化ス
ポーツ課

文化まつり
事業

文化連盟加盟団体が文化まつり事
業を実施する。

それぞれの団体の活動を発表する
ことにより、文化を育て、伝承し
ていく。

15団体 792 792,000

チラシ等の
配布、広報
たかさご、
報道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

文化連盟加盟団体
（15団体）が行う
事業に対し、補助
金を交付し、広報
を行った。

A
加盟団体の文化活
動を支援すること
ができた。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

高砂市民合
唱団

月4回の練習を基本とし、発表
会・研究会の開催する。

団員相互間の親睦と研鑽をはかる
と共に市民の文化振興に寄与す
る。

月4回の練習
を基本と
し、ボラン
ティア活動
20日と各イ
ベント出演2
回

413 412,800
各地域交流
センター掲
示板

〇

月4回練習し、11
月には市民音楽祭
に参加した。2月
から3月にかけボ
ランティア活動に
尽力した。

A
目標どおり実施す
ることができた。

生涯学習
課

221-04

221-01

221-02

221-05

221-03
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

市民ギャラ
リー「あい
ぽっと」の
活用

分庁舎1階多目的スペースの一部
を活動発表や展示の場として提供
する。

市民の文化芸術活動や市民活動の
向上を図る。また、市の行政情報
の発信にも利用する。

10団体 0 0

広報たかさ
ご
ホームペー
ジ

〇 20団体 S

市民団体が昨年度
より増加し、多数
の団体に利用して
もらうことができ
たため。

地域振興
課

文化会館展
示スペース
の活用

展示スペースを活用し、作品展示
や高砂ゆかりの人物の紹介を行
う。

空スペースを作品展示等のスペー
スとして有効活用する。

1件 0 0 ー 〇
高砂ゆかりの人物
などの文化事業の
展示を行った。

C

展示内容を新しく
する案が文化会館
とも協議したが、
纏まらなかったた
め、新しい展示等
に変えることがで
きなかった。

文化ス
ポーツ課

作品展示ス
ペースの設
置、活用

各地域交流センターで作品を展示
する。

作品展示により、地域の人に地域
交流センターグループ活動の理解
を深め、交流を図る。

随時 0 0
各交流セン
ター展示ス
ペース

〇

各地域交流セン
ターにおいて、活
動団体の作品展示
を行った。

A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域振興
課

男女共同参
画センター
の活用

市民グループ（エッセイグルー
プ）の活動支援及び場所の提供を
行う。

男女共同参画センター市民グルー
プの育成を推進する。

市民グルー
プ活動支援
のため開催
場所の提供
を行う。

0 0 ー 〇
毎月１回、活動場
所の提供を行っ
た。

A

活動場所の提供等
の支援により、積
極的なグループ活
動が行われ、市民
グループの育成を
推進することがで
きた。

人権推進
課

学習成果、
作品展示ス
ペースの設
置、活用

教育センター施設を利用し、成果
物、作品を展示する。

成果物、作品を展示することによ
り、活動への理解を深めるととも
に、活動できる人材を育てる。

年間で実施 ー ー
ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

〇

教育センターで学
園祭を開催し、多
くの作品を展示し
た。

A

教育センターで学
園祭を開催し、来
場者から好評を得
た。

教育セン
ター

活動・発表
場所の紹介

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場の紹介
をする。

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0
ホームペー
ジ

〇

市内の文化施設で
の活動・発表の場
について、ホーム
ページ等で情報提
供した。

A

市内の文化施設等
における活動・発
表の場を紹介し、
市民の文化活動を
支援することがで
きた。

文化ス
ポーツ課

活動・発表
場所の紹介

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場の紹介
をする。

市内の文化施設や地域交流セン
ターなど、活動・発表の場を紹介
し、周知を図る。

随時 0 0
ホームペー
ジ

〇

各地域交流セン
ターにおいて、活
動内容等をホーム
ページで紹介し
た。

A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

地域交流
センター

221-12

221-11

221-10

221-09

221-08

221-06

221-07
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

市民ギャラ
リーの紹介

市民ギャラリー等、展示場所の調
査、紹介を行う。

文化施設やギャラリーなど、活
動・発表の場の紹介をし、活動・
発表の場を広げる。

随時 0 0 ー 〇
高砂市民ギャラ
リー等の紹介を
行った。

B
今後、展示場所の
調査も実施する。

文化ス
ポーツ課

展示スペー
スの紹介

伊保地域交流センター展示スペー
ス、展示場所の紹介を行う。

市民にも活動・発表の場の紹介を
し、活動・発表の場を広げる。

随時 0 0
掲示板
ホームペー
ジ

〇 11件 A
掲げた目標通り事
業を行うことがで
きたため。

伊保地域
交流セン
ター

２　コーディネーター、ボランティアの活用

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高砂ゆかり
の人物の顕
彰

以下の事業を実施及び支援する。
高砂文化教室
活動編（宮本武蔵）の実施

市や団体が事業等を実施すること
により、ゆかりの人物やその功績
を周知する。

1回 7 5,460

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

高砂文化教室「高
砂学」を実施し
た。
活動編二天一流に
は16人、活動編ま
ち歩きには19人が
参加した。

A

高砂学の実施によ
り、高砂ゆかりの
人物の顕彰を行う
ことができた。

文化ス
ポーツ課

夏休み親子
歴史体験教
室

夏休み期間中に、小学3～6年生を
対象に、マガタマづくり・石割・
高砂染めの体験活動を、親子で行
う。

こどもが親子で歴史体験を行うこ
とで、先人の知恵を学ぶ機会を設
ける。

3回 ー ー チラシ配布 〇

親子歴史体験教室
を夏休みに3回実
施した。石割体験
20名、高砂染体験
20名、紙衣づくり
4名、計44名が参
加した。

A

親子での歴史体験
を通じて、高砂市
の文化財について
知ってもらうこと
ができ、市民が地
域の歴史へ興味・
関心を抱く機会と
なった。

生涯学習
課

自然観察会
ネイチャーゲームを通して、見
る・聞く・触るなど自然を体験す
る。

自然観察等を行い、環境保全の意
識向上を目指す。

年１回 38 20,000
広報たかさ
ご、チラシ

〇

11月24日、向島公
園及び高砂海浜公
園にて、17名が参
加した

A
目標通り実施でき
たため。

環境政策
課

222-02

221-13

222-03

222-01

221-14

222-04
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

謡曲「高
砂」の指導

専門家に依頼し、学校で謡曲「高
砂」を指導する。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

16回 80 80,000 ー 〇

専門講師を招き、
謡曲「高砂」学習
を各校1回ずつ、
合計16回実施し
た。

A

対面による実施を
することができ
た。謡曲「高砂」
に親しむ機会を設
けることができ
た。

学校教育
課

歴史ガイド
クラブによ
るまち歩き

歴史ガイドクラブにまち歩きの案
内を依頼する。

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイド
クラブに依
頼すること
により、市
内の遺跡等
の周知に努
める。

ー ー ー 〇
目標4回を達成で
きた。

A

地元に住んでいる
方でも、実際に歩
いてみて初めて
知ったということ
があり、楽しかっ
たとの感想を頂い
た。

各課

ウォーキン
グマップの
活用

ウォーキングマップを活用し、交
流ウォーキングを実施する。

交流ウォーキングにおいて、
ウォーキングマップを活用するこ
とにより、歴史的遺産を紹介す
る。

1回 ー ー
ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

〇

スポーツクラブ２
１交流ウォーキン
グを実施した。伊
保地区をウォーキ
ングマップを参考
に踏破した。各地
区のクラブ員123
名が参加した。

A

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することによ
り、歴史的遺産を
紹介することがで
き、地域間交流が
行えた。

文化ス
ポーツ課
（スポー
ツクラブ
21）

読み聞かせ
ボランティ
ア

読み聞かせボランティアの募集、
登録を行い、子どもたちを対象と
した読み聞かせなどの活動を実施
する。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
読書活動を推進するため、読み聞
かせボランティアを募集し、その
活用を図る。

登録ボラン
ティアによ
る読み聞か
せ活動、勉
強会の実施
（各月2回）

0 0
広報
ホームペー
ジ

勉強会を月に2回
以上実施した。

A

登録ボランティア
の活動を援助し、
子どもたちに本の
楽しさを伝えるこ
とができた。

生涯学習
課
（図書
館）

お話グルー
プによる絵
本の読み聞
かせ

おはなしルームを開設し、絵本に
親しみ、親子の交流を深める。

はなしルームを通して、親子で絵
本や昔話に親しみ、興味や関心を
高める。年１回、読み聞かせ講座
を開催し子どもの発達に応じた絵
本の紹介や絵本を通して親子の交
流や愛着形成を深める。	

おはなし会
年１２回
読み聞かせ
講座年１回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ

〇
おはなし会12回
読み聞かせ講座1
回

A

おはなし会を通し
て、親子で絵本や
昔話に親しみ、興
味や関心が高まっ
た。読み聞かせ講
座を開催し、こど
もの発達に応じた
絵本の紹介を通し
て、親子の交流や
愛着形成を深める
ことができた。

子育て支
援課

「えほんの
じかん」
「おはなし
会」

読み聞かせボランティアが、幼児
から小学校低学年の児童を対象
に、絵本や物語の読み聞かせ、ス
トーリーテリング等を行う。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
子どもの想像力を豊かにし、読書
を通して心の育成を図る。

・えほんの
じかん 月1
回
・おはなし
会 月1回

0 0
広報
ホームペー
ジ

〇

えほんのじかんを
月1回、おはなし
会を月2回実施し
た。

A

ボランティアによ
るストーリーテリ
ングを通して、子
どもたちに本の楽
しさを伝えられ
た。

生涯学習
課
（図書
館）

222-10

222-07

222-08

222-06

222-05

222-09
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

図書館運営
管理事業

高砂市立図書館名誉館長（歴史文
化推進員）を配置し講演会等を実
施する。

高砂市立図書館を活動拠点として
歴史及び文化の振興又は啓発を促
進する。

名誉館長講
座とＨＯＭ
ＥＴＯＷＮ
ゼミ（年８
回）を実施

380 360,000

広報
報道
ホームペー
ジ

〇

年間40回の講座と
ゼミを実施し、
401人の参加が
あった。

A

講座やゼミを通し
て、歴史・文化を
自ら学ぶ機会を提
供し、地域の歴
史・文化への関心
を高めることがで
きた。

生涯学習
課
（図書
館）

たかさご万
灯祭でのボ
ランティア
募集

高砂市民ボランティアの登録者に
活動依頼を行い、キャンドル点灯
に係る作業や歴史ガイドの活動を
行う。

登録者に万灯祭への積極的な参加
を促すことを目的とする。

3団体 0 0
ホームペー
ジ

登録団体（1団
体）に、万灯祭で
のボランティアに
参加いただいた。

B

予定通り登録団体
に募集をかけ、そ
の結果、当初の目
標より2団体少な
かったため。引き
続き、登録団体に
積極的な参加を促
していく。

地域振興
課

学校のクラ
ブ活動への
指導者招聘

中学校の部活動指導を、外部の講
師に委託する。

外部講師に委託することにより、
専門的な技術指導を受ける機会と
する。

中学校の希
望に添って
配置する。

2,475 2,450,000 ー
中学校の希望に
沿って19名配置し
た。

A

外部講師に委託す
ることにより、専
門的な技術指導を
受けることができ
た。

学校教育
課

中学生サイ
エンスキャ
ンプ

明石高専の教員を講師に招き、中
学生を対象にした理数講座を実施
する。

理科・数学の知識、理解を深め、
活用する能力を磨く。

年1回 0 0
広報
ホームペー
ジ

理数系講座・実験
を行う教室を開催
し、中学生10名が
参加した。

A

学校の授業では体
験できない実験や
解説を受け、科学
への興味・関心を
育むことができ
た。

生涯学習
課

歴史史跡探
訪

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイドクラブに依頼すること
により、市内の遺跡等の周知に努
める。

随時 ー ー ー 〇
目標４回を達成で
きた。

A

地元の歴史や文化
でも知らないこと
多く、新たな発見
があり興味深かっ
たとの声があっ
た。

教育セン
ター

新任職員研
修（高砂町
まちある
き）

自らの足でまちを散策し、まちの
魅力と課題を発見するとともに情
報発信手法について学ぶ

シティプロモーション室との共同
で市の魅力発信につながるよう、
研修を実施する。

年１回 0 0 ー
10月に高砂町でま
ちあるきを行っ
た。

A

まちあるきでは、
実際に自らの足で
街を散策し、まち
の魅力と課題を発
見することともに
情報発信手法につ
いて理解を深める
ことができた。

人事課222-16

222-14

222-12

222-11

222-15

222-13
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

観光ボラン
ティアガイ
ドの育成

本市を訪問される方に市の歴史・
文化の魅力を楽しく・正確に伝え
てもらえる観光ボランティアガイ
ドの育成を図る。

本市を訪問される方に市の歴史・
文化の魅力を楽しく・正確に伝え
る。

ガイド登録
人数増

13,000
13,000,000

（再掲）
ホームペー
ジ

ボランティアガイ
ド登録人数12人

B

市の歴史・文化の
魅力を伝えること
ができたが、登録
人数を増やすこと
はできなかった。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

施策３　文化芸術振興のための環境づくり

１　文化芸術活動を行う場の充実

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇

各園と日程調整を
行い、年12回実施
した。園児生徒含
め535人が参加し
た。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

「ふるさと
高砂学」の
学習

外部講師による謡曲「高砂」の学
習をはじめ、高砂の特産物や今昔
等についての学習を行う。

伝統や文化に関する教育を計画的
に実施し、ふるさと高砂を愛する
心を育てる。

総合的な学
習の時間を
活用し「ふ
るさと高砂
学」を実施
する。

ー ー ー 〇

総合的な学習の時
間を活用して「ふ
るさと高砂学」を
実施した。

A

伝統や文化に関す
る教育を計画的に
実施し、ふるさと
高砂を愛する心を
育てることができ
た

学校教育
課

夏休み親子
歴史体験教
室

夏休み期間中に、小学3～6年生を
対象に、マガタマづくり・石割・
高砂染めの体験活動を、親子で行
う。

こどもが親子で歴史体験を行うこ
とで、先人の知恵を学ぶ機会を設
ける。

3回 ー ー チラシ配布 〇

親子歴史体験教室
を夏休みに3回実
施した。石割体験
20名、高砂染体験
20名、紙衣づくり
4名、計44名が参
加した。

A

親子での歴史体験
を通じて、高砂市
の文化財について
知ってもらうこと
ができ、市民が地
域の歴史へ興味・
関心を抱く機会と
なった。

生涯学習
課

231-04

231-03

231-02

222-17

231-01
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

子ども仕舞
教室

子ども対象に仕舞教室を実施し、
高砂観月能などの能舞台で披露す
る。

募集記事を広報たかさごに掲載す
ることにより、活動を支援する。
伝統文化である能楽に親しみ、ふ
るさとを愛する心を育む。

1回 0 0
広報たかさ
ご

〇

子ども仕舞出演者
募集について広報
を行い、仕舞教室
を実施し、高砂神
社能舞台で披露し
た。

A

子ども達が伝統文
化を体験する機会
を通し、ふるさと
を愛する心を育め
た。

文化ス
ポーツ課
（高砂こ
ども仕舞
教室実行
委員会）

読み聞かせ
ボランティ
ア

読み聞かせボランティアの募集、
登録を行い、子どもたちを対象と
した読み聞かせなどの活動を実施
する。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
読書活動を推進するため、読み聞
かせボランティアを募集し、その
活用を図る。

登録ボラン
ティアによ
る読み聞か
せ活動、勉
強会の実施
（各月2回）

0 0
広報
ホームペー
ジ

〇
勉強会を月に2回
以上実施した。

A

登録ボランティア
の活動を援助し、
子どもたちに本の
楽しさを伝えるこ
とができた。

生涯学習
課
（図書
館）

お話グルー
プによる絵
本の読み聞
かせ

おはなしルームを開設し、絵本に
親しみ、親子の交流を深める。

おはなしルームを通して、親子で
絵本や昔話に親しみ、興味や関心
を高める。年１回、読み聞かせ講
座を開催し子どもの発達に応じた
絵本の紹介や絵本を通して親子の
交流や愛着形成を深める。	

おはなし会
年１２回
読み聞かせ
講座年１回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

〇
おはなし会12回
読み聞かせ講座1
回

A

おはなし会を通し
て、親子で絵本や
昔話に親しみ、興
味や関心が高まっ
た。読み聞かせ講
座を開催し、こど
もの発達に応じた
絵本の紹介を通し
て、親子の交流や
愛着形成を深める
ことができた。

子育て支
援課

「えほんの
じかん」
「おはなし
会」

読み聞かせボランティアが、幼児
から小学校低学年の児童を対象
に、絵本や物語の読み聞かせ、ス
トーリーテリング等を行う。

子どもたちに本の楽しさを伝え、
子どもの想像力を豊かにし、読書
を通して心の育成を図る。

・えほんの
じかん 月1
回
・おはなし
会 月1回

0 0
広報
ホームペー
ジ

〇

えほんのじかんを
月1回、おはなし
会を月2回実施し
た。

A

ボランティアによ
るストーリーテリ
ングを通して、子
どもたちに本の楽
しさを伝えられ
た。

生涯学習
課
（図書
館）

市役所ロ
ビーコン
サートの開
催

市役所ロビーコンサートの開催を
行う。

演奏家の発表及び育成の場を提供
する。

年12回 0 0

ホームペー
ジ、広報た
かさご、
SNS等

〇

年11回行い、市内
の演奏家だけでな
く市外の演奏家の
発表の場を提供で
きた。

A

目標を少し下回っ
たが、徐々にロ
ビーコンサートの
認知度が広まって
きており、来場者
は平均で80人を超
えた。
演奏家より、他市
より演奏可能時間
が長いため、色ん
な曲を来場者に聴
いてもらえるとい
う感想もいただい
た。

文化ス
ポーツ課

２　つながりの充実

231-06

231-09

231-07

231-05

231-08
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

行事開催時
における各
団体の紹介

行事のオープニング等で文化団体
を紹介する。

文化団体の活動の周知を図る。 随時 0 0
チラシの配
布

〇

高砂市役所ロビー
コンサート及び高
砂市美術展ロビー
コンサート、高砂
文化教室「高砂
学」において、文
化団体の行事紹介
を行った。

A
各行事において、
団体の活動を周知
できた。

文化ス
ポーツ課

各種団体等
の連絡会議

各種文化関係団体等の会議の実施
や行政との連絡調整等を行う。

各種文化関係団体等の行う文化活
動への支援や協力・連携を図る。

1回 0 0 ー 〇

文化連盟等、各種
文化団体の会議の
開催を支援し、行
政との連絡調整を
行った。

A

会議等の開催の支
援や連携を行うこ
とで、各種文化関
係団体の運営を円
滑に進めることが
できた。

文化ス
ポーツ課

高砂市文化
振興審議会

文化事業の進捗状況や次年度事業
の検討を行う。

文化振興実施計画等、基本方針に
付随する事項について調査審議す
る。

2回 187 132,535
ホームペー
ジ

〇

文化振興審議会を
2回実施し、文化
事業の進捗状況や
次年度事業の検討
を行った。

A

文化事業の進捗管
理及び次年度事業
の検討を行った。
文化振興によるま
ちづくりを総合的
かつ計画的に推進
することができ
た。

文化ス
ポーツ課

文化財審議
委員会

市文化財保護条例に基づき、文化
財の指定、保存及び活用について
審議する。

文化財の保護を図る。 年3回 235 133,220 ー 〇

2回審議委員会を
開催し、文化財保
護等について審議
を行った。

A

指定文化財や保護
対象の文化財に関
する指導を得て、
より良い保存及び
活用を図ることが
できた。

生涯学習
課

232-02

232-05

232-01

232-03

232-04
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

企業との連
携

実施事業について、協力、連携を
図る。

企業との連携を支援し、文化活動
を通して地域の活性化を図る。

1件 0 0 報道機関 〇

市美術展において
神戸新聞社賞を設
け、表彰状と盾を
提供いただいた。

A
企業と連携し、市
美術展の充実を図
ることができた。

文化ス
ポーツ課

企業との連
携

実施事業について、協力、連携を
図る。

たかさご万灯祭等、地元行事実施
時に企業との連携を図る。

各種誘客イ
ベントで企
業との連携
を図る

0 0 ー 〇

たかさご万灯祭に
おいて、カネカ、
三菱製紙、神戸製
鋼等地元企業が参
加した。

A
行事等を通じて企
業との連携が図れ
た。

シティプ
ロモー
ション室

３　多様な文化交流の促進

翻訳・通訳
ボランティ
アの登録及
び派遣等

外国語の翻訳、通訳ボランティア
を募集し、依頼により派遣等を行
う。

外国籍の方の日常生活の支援や国
際交流に関する公的機関の補助を
行う。また、庁内や市内各団体の
補助を行う。

登録20人
80件

ー ー

広報たかさ
ご、
FaceBook,
協会ホーム
ページ

約3件
※現在外国人に関
する対応はほぼ事
務局職員でやって
いる。

A

翻訳ボランティア
の調整、派遣によ
り市内在住の外国
人に対し、支援す
ることができた。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

ラトローブ
市との姉妹
都市交流

姉妹都市であるオーストラリアの
ラトローブ市訪問団の受入および
オンライン交流を実施する。

姉妹都市であるオーストラリアの
ラトローブ市と友好親善を深める
とともに、国際理解や関心を高め
る。

国際理解を
深める。

ー ー ー

ラトローブ市より
有志訪問団が来日
し、国際交流協会
会員を交えて親善
を深めた。また、
米田小学校とタン
ジル・サウス・プ
ライマリースクー
ルがオンラインで
交流した。

A

ラトローブ市訪問
団には10月8日～
12日の5日間高砂
市にて高砂の文化
に触れてもらっ
た。また、オンラ
イン交流の実施に
より改めて友好関
係の維持・発展の
意思を共有でき
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

ＡＬＴの派
遣
※ＡＬＴ：
外国語授業
の補助を行
う外国語指
導助手
（Assistan
t of
Language
Teacher）
の略語。

委託契約を締結した業者を通じて
ALTを派遣し、各小中学校で授業
や事業を行う。

ALTと一緒に学習することで英語に
興味を持ち学習意欲を高める授業
を行う。

計画的に配
置する。

49,302 49,302,000 ー
16小中学校にALT9
人を配置し、授業
や交流を行った。

A

児童生徒はALTと
一緒に学習するこ
とにより、英語に
興味を持って意欲
的に取り組むこと
ができた。

学校教育
課

トライやる
ウィークで
の生徒受け
入れ

市内中学校より生徒を受け入れ、
国際交流の仕事について学ぶ機会
を提供する。

国際交流の仕事を通じて、国際理
解への関心を高める。

2人 ー ー ー
松陽中学校の生徒
を4人受け入れ
た。

S

松陽中学校の生徒
4人の受入を行
い、国際交流の仕
事を通じて、国際
理解への関心を高
めた。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

232-06

232-07

233-04

233-03

233-02

233-01
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

宍粟市との
交流

宍粟市が実施する事業について、
「広報たかさご」に掲載する。

宍粟市が実施する事業を市民に知
らせ、参加者を募る。

1件 0 0
広報たかさ
ご

1件 A

宍粟市が実施する
事業について、広
報掲載やチラシの
配布を行った。

文化ス
ポーツ課

国際文化交
流会

市内在住の外国人を対象に和太鼓
体験や味噌作り体験を行う。

体験を通じて市民と在日外国人の
交流の場を提供し、日本文化への
関心を高める。

各1回 ー ー
通信
ホームペー
ジ

実施なし C

令和6年度は、
「日本文化」に特
化した事業は開催
しなかった。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

子どもイン
ターナシナ
ルデイキャ
ンプ

小学生を対象にしたキャンプを実
施する。

他地域の子どもや市内在住外国人
ボランティアと共に、キャンプを
通じて英語を楽しく学ぶ機会を提
供する。

10人 ー ー

広報たかさ
ご、
FaceBook,
協会ホーム
ページ

他地域の子どもや
ＡＬＴと共にキャ
ンプを実施した。
参加者　児童19
人、外国人ボラン
ティア講師7人、
日本人ボランティ
ア1人

S

目標人数よりも多
くの参加者に、
キャンプを通じて
英語を楽しく学ぶ
機会を提供でき
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

ラトロー
ブ・デイ～
国際交流
バーベ
キュー～

日本人と在日外国人との交流バー
ベキューを行う。

バーベキューを通じて日本人と在
日外国人との交流の場を提供し、
多文化共生への関心を高める。

200人 ー ー

広報たかさ
ご、
FaceBook,
協会ホーム
ページ

参加者225人（う
ち外国人90人）

S

バーベキューを通
じて日本人と在日
外国人との交流の
場を提供し、多文
化共生への関心を
高めることができ
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

国際交流バ
ス旅行

日本人と在日外国人のための1日
バス旅行を実施する。

バス旅行を通じて、在日外国人と
の交流の場を提供する。

50人 ー ー

広報たかさ
ご、
FaceBook,
協会ホーム
ページ

参加者50人（うち
外国人27人）

A

バス旅行を通し
て、日本人と在日
外国人との交流の
場を提供し、多文
化共生への関心を
高めることができ
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

国際文化交
流会（国際
交流サロ
ン）

外国籍の人と簡単な英語と日本語
で毎回テーマを決めて会話する。

外国籍の人と会話することによ
り、相互の文化交流の機会を設け
る。

毎月1回
延べ120人

ー ー ー
参加者34人（うち
外国人23人、日本
人11人）

A

外国籍の人と会話
することにより、
お互いの文化の違
いを知り、交流す
る機会を設けられ
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

233-05

233-07

233-06

233-09

233-10

233-08
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

日本語教室
在日外国人が日本語を学ぶ機会を
設ける。

外国籍の人が日本で生活をするた
めに必要最低限度の日本語を習得
する場を設ける。

毎週2回 ー ー ー
学習者約70人
毎週3回+サテライ
ト教室週1回

S

既存の教室に来ら
れない人たちのた
めのサテライト教
室を試したとこ
ろ、好評だったた
め、次年度から日
本語教室の日数を
増やすことが決定
した。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

語学講座
（韓国語・
英会話）

日本人対象の語学講座
外国語とともに、外国の文化や歴
史を学ぶ機会を設ける。

24人 ー ー ー
韓国語23人、英会
話17人の学習者参
加があった。

S

目標人数よりも多
くの参加があり、
全授業を実施する
ことができた。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

国際文化交
流会（国際
交流講演
会）

外国人や外国に詳しい人等を講師
として招き、講演会等を開催す
る。

外国文化について学ぶ機会を設け
る。

年1回 ー ー ー

多文化共生に関す
る講演会を2回実
施した。
総参加者数　58人

S

外国文化について
学ぶ機会を設け、
多文化共生への関
心を高めることが
できた。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

たかさご万
灯祭

歴史的景観形成地区に指定された
高砂町をキャンドル等の灯りや
ジャズで演出し、高砂町の景観を
ＰＲする。

高砂町の景観をPRすることによ
り、まちの活性化を図る。

1回 3,000
3,000,000
（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇

高砂町をキャンド
ル等の灯り、ジャ
ズや灯りのオブ
ジェなどで演出、
高砂町の景観をＰ
Ｒした。（来場者
約50,000人）

A
高砂町の景観のＰ
Ｒが図れた。

シティプ
ロモー
ション室

たかさご万
灯祭におい
てラトロー
ブ市の紹介

たかさご万灯祭においてラトロー
ブ市の紹介

海外姉妹都市のラトローブ市を紹
介する。

年1回 ー ー ー

ラトローブ市との
交流に関するパネ
ル展示を行った。
来場者　約500人

A

姉妹都市ラトロー
ブ市について学ぶ
機会を設け、相互
理解を高めること
ができた。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

施策４　謡曲「高砂」の普及

１　謡曲「高砂」の活用

233-13

233-15

233-14

233-12

233-11
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

新任職員研
修「高砂
学」

高砂市歌、謡曲「高砂」、ゆかり
の人物の紹介等を行う。

新任職員が謡曲「高砂」やゆかり
の人物を知る機会を設ける。

年１回 0 0 ー
4月に座学にて研
修を実施した。

A

新任職員に対し
て、謡曲「高砂」
やゆかりの人物に
ついて紹介した。

人事課

行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

市制施行記念式典等行事のオープ
ニングで謡曲「高砂」を謡う、も
しくは音源を流す。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

4回 30 30,000
広報たかさ
ご
報道機関

〇

市制施行70周年記
念式典等の行事
で、謡曲合唱団た
かさごの皆様に謡
曲「高砂」を謡っ
ていただき、会場
全員での大合唱も
行うことができ
た。

A

目標回数を達成
し、市内外の皆様
に親しむ機会を提
供できた。

秘書室

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇

各園と日程調整を
行い、年12回実施
した。園児生徒含
め535人が参加し
た。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー 〇
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

２　謡曲「高砂」のPR機会の確保

241-02

241-03

241-05

241-01

241-04
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

市制施行記念式典等行事のオープ
ニングで謡曲「高砂」を謡う、も
しくは音源を流す。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

4回 30 30,000
広報たかさ
ご
報道機関

〇

市制施行70周年記
念式典等の行事
で、謡曲合唱団た
かさごの皆様に謡
曲「高砂」を謡っ
ていただき、会場
全員での大合唱も
行うことができ
た。

A

目標回数を達成
し、市内外の皆様
に親しむ機会を提
供できた。

秘書室

行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

行事のオープニングや高砂文化教
室「高砂学」で謡曲「高砂」を謡
う。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

「高砂学」
4回
会議前
2回

0 0 ー 〇

「高砂学」謡曲編
を4回開催し、参
加者が謡えるよう
になった。また、
文化振興審議会、
文化連盟総会の前
に委員全員でCDを
清聴した。

A

高砂学謡曲編以外
にも謡曲を聴く機
会を設けること
で、ふるさと「高
砂」への愛着と誇
りを育てた。

文化ス
ポーツ課

謡曲「高
砂」のＣＤ
配付

市民窓口課において、婚姻届を提
出した人に謡曲「高砂」のＣＤを
配付する。

謡曲「高砂」を聴く機会を設ける
とともに、高砂市が謡曲「高砂」
ゆかりの地であることをＰＲす
る。

300件 89 67,950 ー

婚姻届を提出した
方に謡曲「高砂」
のCDを287枚配
布、市美術展入選
者47人など、謡曲
「高砂」のＣＤを
合計334枚配布し
た。

A

多くの方が謡曲
「高砂」を聴く機
会を設け、謡曲
「高砂」のＰＲを
することができ
た。

文化ス
ポーツ課

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー 〇
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

基本目標３　市の文化を守り、みつけ、育てます

施策１　文化資源の保存と継承

242-04

242-03

242-01

242-05

242-02
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

１　文化資源の保存と地域の魅力の伝承

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

地場産業人
材育成等支
援事業

竜山石を主とする石材業の担い手
の育成を支援するため、竜山石を
活用したワークショップ開催等竜
山石関係事業を支援する取組を検
討する。

市内の中小企業者等が行う地場産
業の継承、新規地場産業の創造に
伴う人材の育成及びものづくり技
術の向上に向けた取組を支援す
る。

竜山石を活
用したワー
クショップ
の開催支援
（年1回以
上）

0 0

観光交流
ビューロー
HP・ワーク
ショップ案
内チラシ

〇
竜山石を活用した
ワークショップを
年間4回開催

A

大阪・関西万博に
向けた、ひょうご
フィールドパビリ
オンに認定された
こともあり、サン
テレビや兵庫県の
HPに掲載される
YouTubeの取材も
あり、生石神社・
松下石材店を巡る
ガイドの案内申し
込みも6回あり、
その中の4組が
ワークショップも
希望されました。

産業振興
課

俳句、短
歌、古文の
学習

小中学校において、俳句、短歌、
古文を学習する。

「ことばの力」を育成する。

各小中学校
で「こと
ば」を意識
し、意欲的
に取り組
む。

ー ー ー 〇

各小・中学校で児
童生徒に「こと
ば」を意識させ、
意欲的に取り組ま
せることができ
た。

A
「ことばの力」を
育成することがで
きた。

学校教育
課

文芸誌「東
はりま文化
子午線」の
発行

専門家の知識、経験を活かし文芸
冊子を発行する。

市民の文芸創作活動を促すととも
に、優れた作品を提供し、文芸の
普及と向上を図る。

年1回 ー ー
関係団体へ
配布、窓口
設置

東はりま子午線第
48号が発行され
た。

A

多くの市民の作品
が掲載された。東
はりま文化子午線
第48号が発行さ
れ、優れた作品が
受賞した。

文化ス
ポーツ課
（文化連
盟）

311-01

311-03

311-04

311-02
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

ご当地グル
メ発信

高砂市のＰＲや市内への誘客を図
るため、各種イベントを通じて高
砂にくてんや高砂あなごを紹介す
る。

高砂にくてんや高砂あなご等ご当
地グルメをPRすることにより高砂
市のPRを図る。

情報発信に
協力する

0 0

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

高砂市のグルメと
して、各所への宣
伝や観光誌への掲
載、また、ふるさ
と納税の記念品と
して取り扱うこと
でPRに協力した。

A

ご当地グルメのＰ
Ｒに協力すること
により、高砂市の
ＰＲを図ることが
できた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

未就園児親
子サークル
活動

「体験保育らんらん」や「すこや
かグループ」の活動を通して子育
てサークルを育成する。

地域の子どもとその親が集い、交
流しながら季節の伝統行事やわら
べ歌等の伝承遊びに触れ、興味や
関心を高める。自主的な仲間づく
りを行い、子育てサークルへと発
展させていく。

体験保育２
回
すこやか６
グループ５
４回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

〇

体験保育らんらん
3回
地域交流事業2回
すこやかグループ
6グループ46回

A

子育てサークルを
育成する活動の中
で、季節の伝統行
事やわらべうた等
伝承あそ位に触
れ、興味や関心を
高めることができ
た。また、同年齢
のこどもを持つ親
子同士の交流を深
めることができ
た。

子育て支
援課

子育て支援
センターの
各事業

つどいの広場、遊びのキャラバ
ン、サークル交流会を実施する。

各支援センターで開催のつどいの
広場を毎月、地域交流センターや
他施設で開催し地域の親子支援を
強化して実施する。親子各事業の
中で、季節行事や伝統的な遊びを
取り入れて実施する。

つどいの広
場１２７回
遊びのキャ
ラバン16回
サークル交
流会5回

ー ー

・広報たか
さご
・ホーム
ページ
・高砂ナビ
・子育て情
報誌あそぼ
・各事業で
のPR

〇

つどいの広場48回
地域DEつどい55回
遊びのキャラバン
12回
サークル交流会5
回
サークルOB会1回

A

各季節の中で季節
行事や伝統的な遊
びに触れ、興味や
関心を高めること
ができた。地域の
未就園児親子の繋
がりをつくり、子
育てについての情
報交換や交流を深
めることができ
た。

子育て支
援課

ウォーキン
グマップの
活用

ウォーキングマップを活用し、交
流ウォーキングを実施する。

交流ウォーキングにおいて、
ウォーキングマップを活用するこ
とにより、歴史的遺産を紹介す
る。

1回 ー ー
ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

〇

スポーツクラブ２
１交流ウォーキン
グを実施した。伊
保地区をウォーキ
ングマップを参考
に踏破した。各地
区のクラブ員123
名が参加した。

A

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することによ
り、歴史的遺産を
紹介することがで
き、地域間交流が
行えた。

文化ス
ポーツ課
（スポー
ツクラブ
21）

311-06

311-08

311-05

311-07
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

歴史ガイド
クラブによ
るまち歩き

歴史ガイドクラブにまち歩きの案
内を依頼する。

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイド
クラブに依
頼すること
により、市
内の遺跡等
の周知に努
める。

ー ー ー 〇
目標4回を達成で
きた。

A

地元に住んでいる
方でも、実際に歩
いてみて初めて
知ったということ
があり、楽しかっ
たとの感想を頂い
た。

各課

歴史史跡探
訪

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイドクラブに依頼すること
により、市内の遺跡等の周知に努
める。

随時 ー ー ー 〇
目標４回を達成で
きた。

A

地元の歴史や文化
でも知らないこと
多く、新たな発見
があり興味深かっ
たとの声があっ
た。

教育セン
ター

申義堂の活
用

高砂市に保存継承されてきた文化
財建造物を維持管理するととも
に、一般公開し、関連する講演
会・展示活動等を行う。

指定文化財として保存を図るだけ
でなく、公開等の活用を通じて、
文化財保護を市民に周知・啓発す
る。

申義堂
土日祝日公
開、平日利
用の促進と
関連イベン
トとの協働

1,087 1,109,846
ホームペー
ジ

〇

土日祝日の一般公
開や、平日の臨時
公開を行った。利
用者数は、個人
2,274人、団体338
人、計2,612人。

A

指定文化財を活用
し、一般公開を行
い、市内外の方に
市の歴史・文化資
源を周知・啓発す
ることができた。

生涯学習
課

旧入江家住
宅の活用

高砂市に保存継承されてきた文化
財建造物を維持管理するととも
に、一般公開し、関連する講演
会・展示活動等を行う。

指定文化財として保存を図るだけ
でなく、公開等の活用を通じて、
文化財保護を市民に周知・啓発す
る。

旧入江家住
宅
年１回公開

47,822 47,285,940

チラシ配布
ホームペー
ジ
広報たかさ
ご

〇

旧入江家住宅保存
活用計画に基づ
き、蔵保存修理工
事を実施し、見学
会を年3回開催し
計812人の参加が
あった。

A

文化財を保存する
ための工事を実施
し、文化財活用の
ための公開事業に
も取り組み、市内
外の方に市の歴
史・文化資源を周
知・啓発すること
ができた。

生涯学習
課

移動歴史教
室・歴史民
俗資料室見
学

社会科授業の一環で、小学校３年
生の児童を対象に、民俗資料の貸
し出しや歴史民俗資料室を見学し
てもらう。

こどもに、数十年前の実際の道具
に触れ体感してもらうことで、郷
土の歴史や先人の身近なくらしを
学習する機会となる。

全小学校 ー ー ー 〇

民具貸出が3校、
歴史民俗資料室の
見学が1校あっ
た。

A

学校と連携して、
民具を活用し、郷
土の歴史や先人の
身近な暮らしにつ
いて、理解を深め
ることができた。

生涯学習
課

市史に関す
る歴史的資
料の収集、
保存、整理

現存する歴史的資料の調査・収集
を行い、それらの保存整理を行
う。

市史刊行にあたり収集した資料
を、刊行後、活用できるように整
理する。

高砂市にま
つわる歴史
的資料の収
集

854 395,840 ー

美濃部文書等の史
料調査を行い報告
書を発行した。工
楽松右衛門旧宅の
展示替えを行っ
た。

A

歴史的資料を調
査・整理し展示を
通じて、広く市民
に対して情報提供
することができ
た。

生涯学習
課

311-14

311-12

311-09

311-11

311-10

311-13
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化資源
（石の宝
殿・竜山石
切場）の保
存、活用

史跡保存活用計画を軸に策定した
整備基本計画を元に整備工事を実
施する。

市内唯一の国史跡で、石の文化の
中心である「石の宝殿及び竜山石
採石遺跡」の、文化財保護を図
る。

史跡整備工
事の実施

8,664 8,200,010
広報たかさ
ご

史跡整備基本計画
に基づき、市によ
る案内・解説施設
設置工事を実施し
た。

A

史跡整備基本計画
に基づき、具体的
な史跡の保存活用
の推進を図ること
ができた。

生涯学習
課

高砂分署旧
庁舎保存活
用事業

高砂分署旧庁舎を水防倉庫に活用
するとともに、文化観光資源とし
て保存する。

高砂分署旧庁舎を水防倉庫に活用
し、消防の歴史に触れながら、火
災予防の普及啓発に努めるととも
に、文化観光資源として保存、活
用を図る。

年1回以上 123 117,000 ー

たかさご万灯祭に
おいて、音楽イベ
ントを開催するこ
とにより来館者を
増加させる。

B
万灯祭以外のイベ
ントを開催できな
かったため。

消防本部

文化財審議
委員会

市文化財保護条例に基づき、文化
財の指定、保存及び活用について
審議する。

文化財の保護を図る。 年3回 235 133,220 ー 〇

2回審議委員会を
開催し、文化財保
護等について審議
を行った。

A

指定文化財や保護
対象の文化財に関
する指導を得て、
より良い保存及び
活用を図ることが
できた。

生涯学習
課

市指定文化
財案内板

市指定の建造物・史跡の周知を図
るため、案内板を設置する。

標柱（案内板）を設置することに
より、市指定文化財の周知を行
い、後世へ継承する。

新指定の件
数

ー ー ー
新指定がなかった
ため、案内板の設
置はなかった。

B

今後、新指定があ
れば、案内板の設
置を行い、後世へ
の文化財の継承を
図っていく。

生涯学習
課

指定文化財
の保護

市文化財保護条例により、市内に
ある指定文化財の保存、継承、活
用に努め、郷土に対する認識を深
める。

文化財保護法にのっとり市内に点
在する文化財の保存・整備・活用
を図る。

文化財の保
存・整備・
活用

15,146 6,846,803 ー
文化財の保存と活
用に係る取組みを
行った。

A

年度当初の文化財
事業計画のとお
り、遂行すること
ができた。

生涯学習
課

高砂市文化
財保存活用
地域計画

文化財の保存・活用に関する総合
的な計画を作成し、施策を実施す
る。

市内における文化財の計画的な保
存・活用の促進や、文化財保護行
政の推進力の強化を図る。

文化財の保
存・活用

6,122 5,877,496
ホームペー
ジ

文化財の保存・活
用に関する総合的
な計画について、
地域計画協議会で
意見聴取しなが
ら、地域計画を策
定し、令和6年12
月に文化庁より認
可を受けた。

A
年度当初の計画の
とおり、遂行する
ことができた。

生涯学習
課

ふるさと文
化財登録制
度

既存の文化財類型に収まらないも
のや、文化財価値にこだわらず地
域で大切に継承されている資源
を、市民から申請のあった物件を
登録し、周知を図る。

地域ゆかりの文化財を顕彰し継承
することで、市民が主体となって
ふるさと高砂を認識する資源とし
て活用できる。

毎年度１件
以上の登録

ー ー
ホームペー
ジ

登録がなかった。 B

市民からの申請を
得るため、制度の
周知や申請の説明
等を積極的に取り
組む。

生涯学習
課

311-19

311-16

311-17

311-20

311-21

311-15

311-18
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

ふるさと文
化財案内板
（標柱）

ふるさと文化財として登録された
財産について、竜山石製の標柱
（案内板）の周知を行う。

標柱（案内板）により、ふるさと
文化財の周知を行い、後世へ継承
する。

ホームペー
ジで周知す
る。

0 0
ホームペー
ジ

ふるさと文化財に
ついてホームペー
ジにて周知した。

A
ふるさと文化財に
ついて周知を図る
ことができた。

文化ス
ポーツ課

工楽松右衛
門旧宅運営
管理事業

工楽松右衛門旧宅を適切に維持管
理するとともに、一般公開し、関
連する展示等を行う。また観光施
設として、歴史・文化の情報発信
を行う。

工楽松右衛門旧宅の一般公開とと
もに、関連する展示等を行い、歴
史・文化の情報を発信する。

来館者数
25,000人

15,721
15,721,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇 来館者数20,405人 B

来館者数は減少し
たが、施設周辺の
エリアでのイベン
ト開催や飲食店等
が新規出店するな
ど地域活性化につ
ながっている。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

２　行政内部及び関係機関による保存の推進

ふるさと文
化財登録制
度

既存の文化財類型に収まらないも
のや、文化財価値にこだわらず地
域で大切に継承されている資源
を、市民から申請のあった物件を
登録し、周知を図る。

地域ゆかりの文化財を顕彰し継承
することで、市民が主体となって
ふるさと高砂を認識する資源とし
て活用できる。

毎年度１件
以上の登録

ー ー
ホームペー
ジ

〇 登録がなかった。 B

市民からの申請を
得るため、制度の
周知や申請の説明
等を積極的に取り
組む。

生涯学習
課

電話待受Ｂ
ＧＭ

庁内電話の待受音を「月の沙漠」
にする。

ゆかりの人物である「佐々木すぐ
る」の啓発

庁内電話の
待受音を
「月の沙
漠」にす
る。

0 0 なし 開庁日実施 A
開庁日実施の目標
で開庁日実施した
ためA評価

公共施設
マネジメ
ント室

庁内ＢＧＭ
昼休み時間に「月の沙漠」などの
童謡をＢＧＭで流す。

ゆかりの人物である「佐々木すぐ
る」の啓発

昼休みのＢ
ＧＭとして
「月の沙
漠」を流
す。

0 0 なし 開庁日実施 A
開庁日実施の目標
で開庁日実施した
ためA評価

公共施設
マネジメ
ント室

子ども見守
り放送

小学校低学年児童の下校に合わ
せ、見守り活動の開始合図とし
て、防災行政無線で月の沙漠のメ
ロディを放送する。

児童の見守り活動開始合図を知ら
せるとともに、本市出身の佐々木
すぐる氏を顕彰する。

土曜日、日
曜日及び学
校の長期休
業日等を除
き、毎日午
後2時30分に
放送する。

0 0
防災行政無
線放送

学校休業日等を除
き、毎日午後2時
30分に放送するこ
とができた。「月
の砂漠」作曲者
佐々木すぐる氏の
顕彰に寄与するこ
とができた。

A

高砂ゆかりの人物
である佐々木すぐ
る氏の顕彰に寄与
することができ
た。

青少年セ
ンター

文化財の固
定資産税及
び都市計画
税の減免

文化財に指定された建築物の税を
減免する。

税の減免により文化財の保護活動
を支援する。

申請に応じ
て

ー ー
ホームペー
ジ

該当がなかった。 ー

今後、文化財に指
定された場合、税
の減免を行い、文
化財保護活動の支
援を図っていく。

課税課

施策２　文化資源と文化的人材の顕彰

１　地域の財産の発掘及び顕彰

311-23

311-22

312-02

312-01

312-05

312-04

312-03
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

文化財審議
委員会

市文化財保護条例に基づき、文化
財の指定、保存及び活用について
審議する。

文化財の保護を図る。 年3回 235 133,220 ー 〇

2回審議委員会を
開催し、文化財保
護等について審議
を行った。

A

指定文化財や保護
対象の文化財に関
する指導を得て、
より良い保存及び
活用を図ることが
できた。

生涯学習
課

ふるさと文
化財登録制
度

既存の文化財類型に収まらないも
のや、文化財価値にこだわらず地
域で大切に継承されている資源
を、市民から申請のあった物件を
登録し、周知を図る。

地域ゆかりの文化財を顕彰し継承
することで、市民が主体となって
ふるさと高砂を認識する資源とし
て活用できる。

毎年度１件
以上の登録

ー ー
ホームペー
ジ

〇 登録がなかった。 B

市民からの申請を
得るため、制度の
周知や申請の説明
等を積極的に取り
組む。

生涯学習
課

ふるさと文
化財案内板
（標柱）

ふるさと文化財として登録された
財産について、竜山石製の標柱
（案内板）の周知を行う。

標柱（案内板）により、ふるさと
文化財の周知を行い、後世へ継承
する。

ホームペー
ジで周知す
る。

0 0
ホームペー
ジ

〇
ふるさと文化財に
ついてホームペー
ジにて周知した。

A
ふるさと文化財に
ついて周知を図る
ことができた。

文化ス
ポーツ課

市指定文化
財案内板

市指定の建造物・史跡の周知を図
るため、案内板を設置する。

標柱（案内板）を設置することに
より、市指定文化財の周知を行
い、後世へ継承する。

新指定の件
数

ー ー ー 〇
新指定がなかった
ため、案内板の設
置はなかった。

B

今後、新指定があ
れば、案内板の設
置を行い、後世へ
の文化財の継承を
図っていく。

生涯学習
課

文化賞、文
化功労賞

・文化賞検討委員会を開催し、文
化賞を推薦する。
・文化連盟より文化功労賞の推薦
を依頼する。

文化の興隆に貢献した者等を表彰
制度により顕彰する。

文化賞
1人
文化功労賞
2人

36 27,000

文化賞検討
委員、文化
連盟加盟団
体に推薦依
頼

美濃部賞2人
文化賞3人
文化功労賞5人

A

受賞した被表彰者
はいずれも、素晴
らしい功績を残し
ているため、評価
をAとしている。

文化ス
ポーツ課

工楽松右衛
門旧宅運管
理事業

工楽松右衛門旧宅を適切に維持管
理するとともに、一般公開し、関
連する展示等を行う。また観光施
設として、歴史・文化の情報発信
を行う。

工楽松右衛門旧宅の一般公開とと
もに、関連する展示等を行い、歴
史・文化の情報を発信する。

来館者数
25,000人

15,721
15,721,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇 来館者数20,405人 B

来館者数は減少し
たが、施設周辺の
エリアでのイベン
ト開催や飲食店等
が新規出店するな
ど地域活性化につ
ながっている。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

２　地域の財産の情報収集

文化財審議
委員会

市文化財保護条例に基づき、文化
財の指定、保存及び活用について
審議する。

文化財の保護を図る。 年3回 235 133,220 ー 〇

2回審議委員会を
開催し、文化財保
護等について審議
を行った。

A

指定文化財や保護
対象の文化財に関
する指導を得て、
より良い保存及び
活用を図ることが
できた。

生涯学習
課

321-01

321-06

321-05

322-01

321-03

321-02

321-04
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

景観アドバ
イザー派遣
制度（県）

県の制度の利活用の推進に努め
る。

優れた景観を創造または保全し、
魅力あるまちづくりと文化的な市
民生活の確保に寄与する。

要請による ー ー
ホームペー
ジ

利活用の要請は無
かった。

ー

要請はなかった
が、今後も県の制
度の利活用の推進
のためＰＲを図っ
ていく。

都市政策
課

高砂町景観
地区指定

県条例に基づき、景観形成地区指
定を行う。

優れた景観を創造または保全し、
魅力あるまちづくりと文化的な市
民生活の確保に寄与する。

届出に応じ
て

14 5,943
ホームペー
ジ

県条例による届出
10件

A

条例に基づく届出
により、高砂町の
景観まちづくりの
推進を図ることが
できた。

都市政策
課

移住・定住
促進ガイド
ブック

地域における資源を情報収集する
とともに、冊子にまとめ、発信す
ることで、市の魅力を市内外の方
に周知し、移住・定住の促進を図
る。

市の魅力を市内外の方に周知し、
関係人口の促進を図る。

年1回発行 368 316,250

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

移住定住パンフ
レットの発行・配
布を行った。
（発行数5,000
部）

A

市の魅力を市内外
に周知し、移住・
定住の促進を図れ
た。

シティプ
ロモー
ション室

施策３　文化資源の普及啓発

１　地域における文化資源の活用

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

地場産業人
材育成等支
援事業

竜山石を主とする石材業の担い手
の育成を支援するため、竜山石を
活用したワークショップ開催等竜
山石関係事業を支援する取組を検
討する。

市内の中小企業者等が行う地場産
業の継承、新規地場産業の創造に
伴う人材の育成及びものづくり技
術の向上に向けた取組を支援す
る。

竜山石を活
用したワー
クショップ
の開催支援
（年1回以
上）

0 0

観光交流
ビューロー
HP・ワーク
ショップ案
内チラシ

〇
竜山石を活用した
ワークショップを
年間4回開催

A

大阪・関西万博に
向けた、ひょうご
フィールドパビリ
オンに認定された
こともあり、サン
テレビや兵庫県の
HPに掲載される
YouTubeの取材も
あり、生石神社・
松下石材店を巡る
ガイドの案内申し
込みも6回あり、
その中の4組が
ワークショップも
希望されました。

産業振興
課

331-02

322-04

322-03

322-02

331-01
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

景観アドバ
イザー派遣
制度（県）

県の制度の利活用の推進に努め
る。

優れた景観を創造または保全し、
魅力あるまちづくりと文化的な市
民生活の確保に寄与する。

要請による ー ー
ホームペー
ジ

〇
利活用の要請は無
かった。

ー

要請はなかった
が、今後も県の制
度の利活用の推進
のためＰＲを図っ
ていく。

都市政策
課

高砂町景観
地区指定

県条例に基づき、景観形成地区指
定を行う。

優れた景観を創造または保全し、
魅力あるまちづくりと文化的な市
民生活の確保に寄与する。

届出に応じ
て

14 5,943
ホームペー
ジ

〇
県条例による届出
10件

A

条例に基づく届出
により、高砂町の
景観まちづくりの
推進を図ることが
できた。

都市政策
課

指定文化財
の保護

市文化財保護条例により、市内に
ある指定文化財の保存、継承、活
用に努め、郷土に対する認識を深
める。

文化財保護法にのっとり市内に点
在する文化財の保存・整備・活用
を図る。

文化財の保
存・整備・
活用

15,146 6,846,803
ホームペー
ジ

〇
文化財の保存と活
用に係る取組みを
行った。

A

年度当初の文化財
事業計画のとお
り、遂行すること
ができた。

生涯学習
課

高砂市文化
財保存活用
地域計画

文化財の保存・活用に関する総合
的な計画を作成し、施策を実施す
る。

市内における文化財の計画的な保
存・活用の促進や、文化財保護行
政の推進力の強化を図る。

文化財の保
存・活用

6,122 5,877,496
ホームペー
ジ

〇

文化財の保存・活
用に関する総合的
な計画について、
地域計画協議会で
意見聴取しなが
ら、地域計画を策
定し、令和6年12
月に文化庁より認
可を受けた。

A
年度当初の計画の
とおり、遂行する
ことができた。

生涯学習
課

ふるさと文
化財登録制
度

既存の文化財類型に収まらないも
のや、文化財価値にこだわらず地
域で大切に継承されている資源
を、市民から申請のあった物件を
登録し、周知を図る。

地域ゆかりの文化財を顕彰し継承
することで、市民が主体となって
ふるさと高砂を認識する資源とし
て活用できる。

毎年度１件
以上の登録

ー ー
ホームペー
ジ

〇 登録がなかった。 B

市民からの申請を
得るため、制度の
周知や申請の説明
等を積極的に取り
組む。

生涯学習
課

ふるさと文
化財案内板
（標柱）

ふるさと文化財として登録された
財産について、竜山石製の標柱
（案内板）の周知を行う。

標柱（案内板）により、ふるさと
文化財の周知を行い、後世へ継承
する。

ホームペー
ジで周知す
る。

0 0
ホームペー
ジ

〇
ふるさと文化財に
ついてホームペー
ジにて周知した。

A
ふるさと文化財に
ついて周知を図る
ことができた。

文化ス
ポーツ課

市指定文化
財案内板

市指定の建造物・史跡の周知を図
るため、案内板を設置する。

標柱（案内板）を設置することに
より、市指定文化財の周知を行
い、後世へ継承する。

新指定の件
数

ー ー ー 〇
新指定がなかった
ため、案内板の設
置はなかった。

B

今後、新指定があ
れば、案内板の設
置を行い、後世へ
の文化財の継承を
図っていく。

生涯学習
課

331-04

331-03

331-06

331-05

331-08

331-09

331-07
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

高砂分署旧
庁舎保存活
用事業

高砂分署旧庁舎を水防倉庫に活用
するとともに、文化観光資源とし
て保存する。

高砂分署旧庁舎を水防倉庫に活用
し、消防の歴史に触れながら、火
災予防の普及啓発に努めるととも
に、文化観光資源として保存、活
用を図る。

年1回以上 123 117,000 ー 〇

たかさご万灯祭に
おいて、音楽イベ
ントを開催するこ
とにより来館者を
増加させる。

B
万灯祭以外のイベ
ントを開催できな
かったため。

消防本部

イベント時
に企業の敷
地や公共施
設を活用

万灯祭等のイベント開催時に企業
の敷地や県・市の公共施設を借
り、実施する。

企業の敷地や県・市の公共施設を
活用したイベント等の開催を支援
する。

2件 0 0 ー

万灯祭開催時に、
企業の敷地や市の
公共施設を活用し
た。

A
企業の施設や公共
施設を有効活用で
きた。

シティプ
ロモー
ション室

たかさご万
灯祭

歴史的景観形成地区に指定された
高砂町をキャンドル等の灯りや
ジャズで演出し、高砂町の景観を
ＰＲする。

高砂町の景観をPRすることによ
り、まちの活性化を図る。

1回
3,000

（再掲）
3,000,000
（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇

高砂町をキャンド
ル等の灯り、ジャ
ズや灯りのオブ
ジェなどで演出、
高砂町の景観をＰ
Ｒした。（来場者
約50,000人）

A
高砂町の景観のＰ
Ｒが図れた。

シティプ
ロモー
ション室

企業主催行
事への参加

保・こ・幼・小・児童学園が、芋
の苗植えや収穫をなど様々なイベ
ントを体験する。

地域企業とタイアップした行事を
通じて文化活動を推進する。

地域企業の
協力を得て
芋の苗付け
から収穫ま
でを体験す
る。

ー ー ー 〇
地域企業等の協力
を得て、芋の収穫
作業を体験した。

A

地域企業等とタイ
アップした行事を
実施し、文化活動
を推進した。

学校教育
課

映画の魅力
を伝える事
業

他の事業等とジョイントするなど
映画の魅力を伝える事業の検討・
企画・実施

TVドラマ、映画、CMなどのロケ誘
致を進める。

TVドラマ、
映画、CMな
どのロケ誘
致を進め
る。

0 0
ホームペー
ジ

〇

テレビ、インター
ネット配信及びイ
ンターネットコン
テンツ等の撮影や
取材があったほ
か、ショートムー
ビーを製作しイン
ターネットで配信
した。

A

ロケ地誘致に向け
たPR活動を行い、
高砂市への誘客に
繋げるとともに、
地域の活性化を図
ることができた。

シティプ
ロモー
ション室
（フィル
ムコミッ
ション）

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー 〇
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

夫婦和合・
結びのまち
推進事業

夫婦和合・結びのまちとなるプロ
モーション事業の企画を検討す
る。

夫婦和合長寿を謡った謡曲「高
砂」ゆかりの地として、「結びの
まち」をキーワードに誘客促進を
図る。

HP・SNS等を
活用した市
内外への情
報発信

13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Instagram
パンフレッ
ト

縁や結びをテーマ
にした「趣味コ
ン」や「結び寿ぐ
バレンタイン」を
開催

A

新しいモノや人に
出会える機会を提
供し、結びのまち
として発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

331-16

331-13

331-12

331-10

331-14

331-15

331-11
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

地域ブラン
ド商品発信
事業

松右衛門帆布及び高砂染関連商品
等を観光案内所ちちりで販売し、
ブランドイメージを高めていく。

高砂市の物産品のＰＲを図る。 ー 13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商
品等を結びんや観
光案内所ちちり、
浮石資料館で販売
した。また、ふる
さと納税の記念品
として取り扱っ
た。

A

各所で地域ブラン
ド商品を販売する
ことにより、地域
ブランドのPRや販
売促進を図ること
ができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

「たかさご
未来寄附
金」の高砂
ブランド商
品贈呈

寄附者に対して高砂ブランドの記
念品を贈呈する。

高砂名産品の魅力を発信し、高砂
ブランドを広める。

ー 207,417
282,601,205
（5.14時点）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

記念品の追加や見
直しを行った。寄
附件数34,165件、
寄付金額は
593,612,000円
で、前年度比約
1.89倍増となっ
た。

A

より多くの寄附者
に対して高砂の名
産品の魅力を発信
することにより、
市の地域経済への
支援と高砂市のPR
を図ることができ
た。

シティプ
ロモー
ション室

高砂ブラン
ド商品のＰ
Ｒ

ぼっくりんグッズ、松右衛門帆
布、高砂染関連商品など高砂ブラ
ンド商品を観光案内所ちちりで販
売する。

高砂ブランド商品のＰＲ及び販路
開拓を図る。

ー 13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商
品・松右衛門帆関
連商品等を結びん
や観光案内所ちち
り、浮石資料館に
て販売した。

A

各所で地域ブラン
ド商品を販売する
ことにより、地域
ブランドのPRや販
売促進を図ること
ができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

ご当地グル
メ発信

高砂市のＰＲや市内への誘客を図
るため、各種イベントを通じて高
砂にくてんや高砂あなごを紹介す
る。

高砂にくてんや高砂あなご等ご当
地グルメをPRすることにより高砂
市のPRを図る。

情報発信に
協力する

0 0

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

高砂市のグルメと
して、各所への宣
伝や観光誌への掲
載、また、ふるさ
と納税の記念品と
して取り扱うこと
でPRに協力した。

A

ご当地グルメのＰ
Ｒに協力すること
により、高砂市の
ＰＲを図ることが
できた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

ロケ地誘致
事業

映画、ドラマ、CM、その他テレビ
番組のロケ地として高砂市への誘
致を図る。

ロケ地として誘致することによ
り、高砂市の魅力を全国に発信し
地域の活性化を図る。

1件 0 0
ホームペー
ジ

フィルムコミッ
ション公式HPや市
HPにおいて、ロ
ケーションの紹介
やロケーションガ
イドマップの掲載
を行った。

A

高砂市への誘客に
繋げるとともに、
地域の活性化を図
ることができた。

シティプ
ロモー
ション室
（フィル
ムコミッ
ション）

331-18

331-17

331-21

331-20

331-19
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工楽松右衛
門旧宅運管
理事業

工楽松右衛門旧宅を適切に維持管
理するとともに、一般公開し、関
連する展示等を行う。また観光施
設として、歴史・文化の情報発信
を行う。

工楽松右衛門旧宅の一般公開とと
もに、関連する展示等を行い、歴
史・文化の情報を発信する。

来館者数
25,000人

15,721
15,721,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇 来館者数20,405人 B

来館者数は減少し
たが、施設周辺の
エリアでのイベン
ト開催や飲食店等
が新規出店するな
ど地域活性化につ
ながっている。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

工楽松右衛
門旧宅講
座・体験学
習事業

松右衛門帆布を使った小物づくり
や高砂染のハンカチづくりなど、
地域の資源を活用したワーク
ショップを実施

松右衛門帆布や高砂染等のPRおよ
び地場産業の活性化を図る。

ワーク
ショップ参
加人数1,000
人

15,721
15,721,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram

〇
ワークショップ参
加人数657人

B

ワークショップ参
加人数が目標を下
回ったが、伝統文
化に触れる機会と
なり、地場産業の
活性化につながっ
たため。

シティプ
ロモー
ション室
（工楽旧
宅）

新任職員研
修（高砂町
まちある
き）

自らの足でまちを散策し、まちの
魅力と課題を発見するとともに情
報発信手法について学ぶ

シティプロモーション室との共同
で市の魅力発信につながるよう、
研修を実施する。

年１回 0 0 ー 〇
10月に高砂町でま
ちあるきを行っ
た。

A

まちあるきでは、
実際に自らの足で
街を散策し、まち
の魅力と課題を発
見することともに
情報発信手法につ
いて理解を深める
ことができた。

人事課

２　学習機会の拡充

高齢者大学
での講座

高齢者を対象に生涯学習の場を提
供するとともに、高砂市の歴史や
伝統文化を学習する講座を設け
る。

高齢者の学習要求にこたえ、健康
の増進、教養及び生活文化、生き
がいの向上を図る。

高砂市の歴
史、文化に
焦点を定
め、カリ
キュラムを
実施する。

200 180,000
ホームペー
ジ

〇

高齢者を対象に、
歴史や文化に関す
る学習を年16回実
施した。

A

高砂の歴史や文化
を主とした講座だ
けではなく、他の
テーマの講座で
も、高砂に関係し
た内容を取り扱う
ことが多くあっ
た。

教育セン
ター

「ふるさと
高砂学」の
学習

外部講師による謡曲「高砂」の学
習をはじめ、高砂の特産物や今昔
等についての学習を行う。

伝統や文化に関する教育を計画的
に実施し、ふるさと高砂を愛する
心を育てる。

総合的な学
習の時間を
活用し「ふ
るさと高砂
学」を実施
する。

ー ー
ホームペー
ジ

〇

高齢者を対象に、
歴史や文化に関す
る学習を年16回実
施した。

A

高砂の歴史や文化
を主とした講座だ
けではなく、他の
テーマの講座で
も、高砂に関係し
た内容を取り扱う
ことが多くあっ
た。

学校教育
課

331-22

331-24

331-23

332-02

332-01
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「ふるさと
高砂学」に
おける高砂
ゆかりの人
物の学習

教師用資料集「ふるさと高砂学」
を参考に、社会科の時間を中心に
学習する。

教師用資料集「ふるさと高砂学」
を参考に、社会や総合的な学習の
時間を中心に学習し、関心を高め
る。

高砂にゆか
りのある人
物について
各校で計画
的に実施す
る。

ー ー ー 〇

高砂にゆかりのあ
る人物について各
校で計画的に学習
を実施した。

A

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を
参考にして、社会
や総合的な学習の
時間を中心に学習
し、関心を高める
ことができた。

学校教育
課

夏休み親子
歴史体験教
室

夏休み期間中に、小学3～6年生を
対象に、マガタマづくり・石割・
高砂染めの体験活動を、親子で行
う。

こどもが親子で歴史体験を行うこ
とで、先人の知恵を学ぶ機会を設
ける。

3回 ー ー ー

高砂にゆかりのあ
る人物について各
校で計画的に学習
を実施した。

A

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を
参考にして、社会
や総合的な学習の
時間を中心に学習
し、関心を高める
ことができた。

生涯学習
課

移動歴史教
室・歴史民
俗資料室見
学

社会科授業の一環で、小学校３年
生の児童を対象に、民俗資料の貸
し出しや歴史民俗資料室を見学し
てもらう。

こどもに、数十年前の実際の道具
に触れ体感してもらうことで、郷
土の歴史や先人の身近なくらしを
学習する機会となる。

全小学校 ー ー チラシ配布 〇

親子歴史体験教室
を夏休みに3回実
施した。石割体験
20名、高砂染体験
20名、紙衣づくり
4名、計44名が参
加した。

A

親子での歴史体験
を通じて、高砂市
の文化財について
知ってもらうこと
ができ、市民が地
域の歴史へ興味・
関心を抱く機会と
なった。

生涯学習
課

子ども仕舞
教室

子ども対象に仕舞教室を実施し、
高砂観月能などの能舞台で披露す
る。

募集記事を広報たかさごに掲載す
ることにより、活動を支援する。
伝統文化である能楽に親しみ、ふ
るさとを愛する心を育む。

1回 0 ー ー 〇

子ども仕舞出演者
募集について広報
を行い、仕舞教室
を実施し、高砂神
社能舞台で披露し
た。

A

子ども達が伝統文
化を体験する機会
を通し、ふるさと
を愛する心を育め
た。

文化ス
ポーツ課
（高砂こ
ども仕舞
教室実行
委員会）

歴史ガイド
クラブによ
るまち歩き

歴史ガイドクラブにまち歩きの案
内を依頼する。

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイド
クラブに依
頼すること
により、市
内の遺跡等
の周知に努
める。

ー ー ー 〇
目標4回を達成で
きた。

A

地元に住んでいる
方でも、実際に歩
いてみて初めて
知ったということ
があり、楽しかっ
たとの感想を頂い
た。

各課

332-05

332-04

332-06

332-07

332-03
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ウォーキン
グマップの
活用

ウォーキングマップを活用し、交
流ウォーキングを実施する。

交流ウォーキングにおいて、
ウォーキングマップを活用するこ
とにより、歴史的遺産を紹介す
る。

1回 ー ー
ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

スポーツクラブ２
１交流ウォーキン
グを実施した。伊
保地区をウォーキ
ングマップを参考
に踏破した。各地
区のクラブ員123
名が参加した。

A

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することによ
り、歴史的遺産を
紹介することがで
き、地域間交流が
行えた。

文化ス
ポーツ課
（スポー
ツクラブ
21）

歴史史跡探
訪

高齢者大学の生徒に対し、市内の
史跡めぐりの授業を提供する。

歴史ガイドクラブに依頼すること
により、市内の遺跡等の周知に努
める。

随時 ー ー ー 〇
目標４回を達成で
きた。

A

地元の歴史や文化
でも知らないこと
多く、新たな発見
があり興味深かっ
たとの声があっ
た。

教育セン
ター

高砂ゆかり
の人物の顕
彰

以下の事業を実施及び支援する。
高砂文化教室
活動編（宮本武蔵）の実施

市や団体が事業等を実施すること
により、ゆかりの人物やその功績
を周知する。

1回 5 5,460

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

高砂文化教室「高
砂学」を実施し
た。
活動編二天一流に
は16人、活動編ま
ち歩きには19人が
参加した。

A

高砂学の実施によ
り、高砂ゆかりの
人物の顕彰を行う
ことができた。

文化ス
ポーツ課

高砂文化教
室「高砂
学」（子ど
も寺子屋）

お琴等の体験教室を行う。
伝統文化に触れるとともに、文化
財を周知・啓発する。

5回 50 7,870

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

今年度から講座の
回数を5回に増や
し、幅広い年齢層
に伝統文化に触れ
てもらうため、受
講対象を拡大し
た。

A

お琴に触れる体験
を通じて、伝統文
化への理解を深め
られた。

文化ス
ポーツ課

行事や地域
の特産品を
取り入れた
献立

・行事に伴った給食やおやつの献
立を検討し、実施する。
・近隣の野菜をＪＡから購入す
る。
・保育園の給食に行事や地域の特
産品を取り入れる。

保育園の日常的な給食や食育行事
のなかで高砂特産品を取り入れる
ことで、地域活性化につなげる。

高砂の特産
品を取り入
れること
で、地域活
性化を促進
する。

ー ー ー

保育園の日常的な
給食や食育行事の
中で高砂特産品を
取り入れた。

A

保育園の日常的な
給食や食育行事の
中で、高砂の特産
品を活用すること
で、地域活性化を
促進することがで
きた。

幼児保育
課

332-10

332-09

332-08

332-12

332-11
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行事や地域
の特産品を
取り入れた
献立

・行事に伴った給食の献立を検討
し、実施する。
・近隣の野菜をＪＡから購入す
る。
・学校給食に行事や地域の地場産
物を取り入れる。

・行事食を通して伝統や歴史を学
び地域の食文化を未来に伝えてい
く。
・地元の食材の旬を知らせる。

行事食を学
校給食にお
いて取り入
れる。地元
の食材を可
能な限り使
用する。

0 0
献立表に掲
載

学校給食におい
て、年間の献立作
成計画にあげてい
る行事食を実施し
た。JA兵庫南管内
で収穫された野菜
を可能な範囲で給
食に取り入れるこ
とができた。

A

目標通り学校給食
に行事食や地産地
消の献立を取り入
れて実施し、地域
の特産品の活用を
図ることができ
た。

学校給食
課

新任職員研
修（高砂町
まちある
き）

自らの足でまちを散策し、まちの
魅力と課題を発見するとともに情
報発信手法について学ぶ

シティプロモーション室との共同
で市の魅力発信につながるよう、
研修を実施する。

年１回 0 0 ー 〇
10月に高砂町でま
ちあるきを行っ
た。

A

まちあるきでは、
実際に自らの足で
街を散策し、まち
の魅力と課題を発
見することともに
情報発信手法につ
いて理解を深める
ことができた。

人事課

施策４　謡曲「高砂」の伝承

１　すべての市民が謡曲「高砂」を学び、知る機会の提供

高砂文化教
室「高砂
学」

市民講師による歴史文化の講座、
野外活動を行う。

高砂の歴史や文化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
5回
講座編
1回
寺子屋編
5回
謡曲編
4回

82 37,497

チラシの配
布、広報た
かさご、報
道機関、
ホームペー
ジ、
Facebook

〇

活動編6回、講座
編2回、寺子屋編5
回、謡曲編4回開
催し、173人が参
加した。
当日の様子をホー
ムページに掲載す
ることにより、高
砂の偉人や歴史等
について幅広く
知ってもらうこと
ができた。

A

各講座で高砂の歴
史や文化について
理解を深めること
ができた。

文化ス
ポーツ課

新任職員研
修「高砂
学」

高砂市歌、謡曲「高砂」、ゆかり
の人物の紹介等を行う。

新任職員が謡曲「高砂」やゆかり
の人物を知る機会を設ける。

年１回 0 0 ー 〇
4月に座学にて研
修を実施した。

A

新任職員に対し
て、謡曲「高砂」
やゆかりの人物に
ついて紹介した。

人事課341-02

341-01

332-14

332-13
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行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

市制施行記念式典等行事のオープ
ニングで謡曲「高砂」を謡う、も
しくは音源を流す。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

4回 30 30,000
広報たかさ
ご
報道機関

〇

市制施行70周年記
念式典等の行事
で、謡曲合唱団た
かさごの皆様に謡
曲「高砂」を謡っ
ていただき、会場
全員での大合唱も
行うことができ
た。

A

目標回数を達成
し、市内外の皆様
に親しむ機会を提
供できた。

秘書室

行事におい
て謡曲「高
砂」を活用

行事のオープニングや高砂文化教
室「高砂学」で謡曲「高砂」を謡
う。

謡曲「高砂」に親しむ機会を設け
る。

「高砂学」
4回
会議前
2回

0 0 ー 〇

「高砂学」謡曲編
を4回開催し、参
加者が謡えるよう
になった。また、
文化振興審議会、
文化連盟総会の前
に委員全員でCDを
清聴した。

A

高砂学謡曲編以外
にも謡曲を聴く機
会を設けること
で、ふるさと「高
砂」への愛着と誇
りを育てた。

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

認定こども園、幼稚園、保育園の
５歳児を対象に、こども狂言ワー
クショップ等を実施する。

認定こども園、幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸能である能狂言
を体験する機会を設ける。

14回 1,500 1,500,000 報道機関 〇
年12回実施した。
園児生徒含め535
人が参加した。

A

5歳児の園児を対
象にこども狂言
ワークショップを
実施し、能狂言を
体験する機会を与
えることができ
た。

文化ス
ポーツ課

「ふるさと
高砂学」の
学習

外部講師による謡曲「高砂」の学
習をはじめ、高砂の特産物や今昔
等についての学習を行う。

伝統や文化に関する教育を計画的
に実施し、ふるさと高砂を愛する
心を育てる。

総合的な学
習の時間を
活用し「ふ
るさと高砂
学」を実施
する。

ー ー ー 〇

総合的な学習の時
間を活用して「ふ
るさと高砂学」を
実施した。

A

伝統や文化に関す
る教育を計画的に
実施し、ふるさと
高砂を愛する心を
育てることができ
た

学校教育
課

高砂観月能
高砂神社能舞台で実施し、謡曲
「高砂」ゆかりの地をＰＲする。

高砂観月能の認知度を向上し、支
援する。

ー ー ー ー 〇
高砂神社の能舞台
での高砂観月能開
催を支援できた。

A

謡曲「高砂」ゆか
りの地として、高
砂神社をPＲでき
た。

シティプ
ロモー
ション室
（高砂観
月能の
会）

基本目標４　情報を広く伝えます

施策１　情報の収集と発信

１　文化芸術に関する情報の収集

341-04

341-03

341-07

341-06

341-05
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

郷土学習に
関わる団体
との情報交
換

郷土史研究等を活動内容とする市
民団体や市民が、主体となって相
互に情報交換や発表できる場を設
けることができるよう、よびかけ
る。

市民・各団体の情報交流の場がで
きれば、厚みのある市民活動の推
進につながる。

団体間の連
絡調整の場
を設定

0 0
チラシの設
置

郷土史研究活動を
行う市民が実施す
る事業について、
チラシの掲示等を
行った。

A

定期的に情報交換
を実施すること
で、市民の主体的
な活動の推進を図
ることができた。

文化ス
ポーツ課

活動団体
（個人）の
情報収集

ロビーコンサートなどの各種イベ
ントをとおして、文化に関わる団
体（個人）の情報収集を行う。

文化に関わる団体（個人）の情報
収集を行い、行政の行うイベント
等に新たなアイディア等を取り入
れる。

1件 0 0 ー

ロビーコンサート
をとおして新たな
演奏家たちの情報
収集ができた。

A

演奏家たちの情報
を市内のイベント
主催者等に共有す
ることができた。

文化ス
ポーツ課

観光情報誌
のリニュー
アル・発行

各種イベント情報や店舗情報を掲
載し、市外を中心にＰＲをする。
市制70周年を機に内容をリニュー
アルを行い、発行する。

高砂市の情報を市内外に発信する
ことにより高砂市をＰＲする。

年1回発行 2,151 2,150,000

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

観光情報誌の発行
と同時に、市HPや
SNSで情報発信を
行った。

A
高砂市の情報を市
内外に発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

観光マップ
（ガイド
ブック）

高砂市のＰＲや誘客を図るため、
観光交流ビューローと共にマップ
やガイドを作成し、駅前観光案内
所ちちり、公共施設に設置する。
また、イベントや会議の開催時に
配付する。

観光マップを作成し、配布するこ
とにより高砂市のＰＲや誘客を図
る。

観光マップ
の更新を進
める。

13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

観光情報誌を作成
し、市のPRを行っ
た。

A

観光情報誌を発行
し、市内の情報を
市内外に広く発信
することができ
た。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

夫婦和合・
結びのまち
推進事業

夫婦和合・結びのまちとなるプロ
モーション事業の企画を検討す
る。

夫婦和合長寿を謡った謡曲「高
砂」ゆかりの地として、「結びの
まち」をキーワードに誘客促進を
図る。

HP・SNS等を
活用した市
内外への情
報発信

13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Instagram
パンフレッ
ト

〇

縁や結びをテーマ
にした「趣味コ
ン」や「結び寿ぐ
バレンタイン」を
開催

A

新しいモノや人に
出会える機会を提
供し、結びのまち
として発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

地域ブラン
ド商品発信
事業

松右衛門帆布及び高砂染関連商品
等を観光案内所で販売し、ブラン
ドイメージを高めていく。

高砂市の物産品のＰＲを図る。 ー 13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商
品等を結びんや観
光案内所ちちり、
浮石資料館で販売
した。また、ふる
さと納税の記念品
として取り扱っ
た。

A

各所で地域ブラン
ド商品を販売する
ことにより、地域
ブランドのPRや販
売促進を図ること
ができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

移住・定住
促進ガイド
ブック

地域における資源を情報収集する
とともに、冊子にまとめ、発信す
ることで、市の魅力を市内外の方
に周知し、移住・定住の促進を図
る。

市の魅力を市内外の方に周知し、
移住・定住の促進を図る。

年1回発行 368
316,250

（再掲）

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

〇

移住定住パンフ
レットの発行・配
布を行った。
（発行数5,000
部）

A

市の魅力を市内外
に周知し、移住・
定住の促進を図れ
た。

シティプ
ロモー
ション室

411-03

411-07

411-05

411-04

411-06

411-02

411-01
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

２　文化芸術に関する情報発信の強化

子ども仕舞
教室

子ども対象に仕舞教室を実施し、
高砂観月能などの能舞台で披露す
る。

募集記事を広報たかさごに掲載す
ることにより、活動を支援する。
伝統文化である能楽に親しみ、ふ
るさとを愛する心を育む。

1回 0 0
広報たかさ
ご

〇

子ども仕舞出演者
募集について広報
を行い、仕舞教室
を実施し、高砂神
社能舞台で披露し
た。

A

子ども達が伝統文
化を体験する機会
を通し、ふるさと
を愛する心を育め
た。

文化ス
ポーツ課
（高砂こ
ども仕舞
教室実行
委員会）

広報たかさ
ごへの掲載

イベント案内や活動報告（写真掲
載）を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る

45件 0 0
広報たかさ
ご

広報たかさごにイ
ベント情報を70件
掲載した。（高砂
学12件、文化まつ
り事業15件、その
他43件）

A

広報たかさごに掲
載して、情報発信
し、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

文化ス
ポーツ課

ホームペー
ジへの掲載

イベント案内や活動報告（写真掲
載）を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

25件 0 0
ホームペー
ジ

ホームページにイ
ベント情報（案
内・報告）を38件
掲載した。

A

イベントや講座の
募集、実施報告を
し、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

文化ス
ポーツ課

ホームペー
ジの開設、
運営

国際交流協会の活動状況やイベン
ト情報を掲載する。

国際交流の活動状況やイベント情
報の周知を図る。

随時 ー ー
ホームペー
ジ

国際交流の活動状
況を掲載した。

A

イベント情報を適
時更新し、掲載す
ることによりイベ
ントへの参加者を
増やすことができ
た。

文化ス
ポーツ課

情報発信の
充実

イベント案内や活動報告（写真掲
載）を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

ー ー ー

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
LINE
たかさごナ
ビ
広報誌

フェイスブック・
LINE・たかさごナ
ビへ最新の情報を
発信し、市のPRに
努めた。フェイス
ブック登録者
2,438件。LINE登
録者2,572件。た
かさごナビ28,179
件。
　また、ホ-ムペ-
ジのキ-ビジュア
ルを利用し、イベ
ント案内や市政情
報の発信を随時
行った。

A

ホ-ムペ-ジやフェ
イスブック・
LINE・たかさごナ
ビで最新の情報を
タイムリ-に更新
し、情報提供する
ことで、イベント
等への参加者の促
進や市政情報を効
果的に発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室

412-04

412-02

412-01

412-05

412-03
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

各新聞社、
ＢＡＮ-Ｂ
ＡＮテレビ
等への情報
提供

イベント案内等、情報提供する。
イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

10件 0 ー ー

広報に掲載する情
報を新聞社、テレ
ビへ情報提供し
た。

A

イベント案内等が
新聞に掲載された
り、ＢAＮ－ＢAＮ
テレビで放映さ
れ、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

各課

ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

各施設でポスター展示、関係団体
等へのチラシ配布を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

随時 0 0
ポスター、
チラシ等の
配布

市内公共施設等に
ポスタ-展示やチ
ラシ配布を行っ
た。

A

多くの施設利用者
に対して、周知を
図ることができ
た。

文化ス
ポーツ課

ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

各施設でポスター展示、チラシ配
布及びホームページへの掲載を行
う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

随時 0 0 掲示板

各地域交流セン
ターの掲示板や
ホームページでイ
ベント等のチラシ
やポスターを掲載
した。

A
掲げた目標どおり
事業を行うことが
できたため。

地域振興
課

宍粟市との
交流

宍粟市が実施する事業について、
「広報たかさご」に掲載する。

宍粟市が実施する事業を市民に知
らせ、参加者を募る。

1件 0 0
広報たかさ
ご

〇 1件 A

宍粟市が実施する
事業について、広
報掲載やチラシの
配布を行った。

文化ス
ポーツ課

高砂市に関
する資料の
発行、配布

高砂市に関する文化情報等の配付
を行う。

高砂市に関する資料の発行や配付
を行うことにより、高砂市の文化
について周知する。

随時 ー ー
冊子、チラ
シ等の配布

高砂市美術展、高
砂文化教室「高砂
学」、ロビーコン
サートにおいて各
種資料を配布し
た。

A

イベント等を通し
て、市民等に対し
て高砂市の最新の
文化情報について
周知を図ることが
できた。

文化ス
ポーツ課

国際交流通
信

イベントの報告やお知らせの冊子
を作成し、協会会員や市内関係各
所に配布する。

通信を通じて、国際交流協会の活
動状況を知ってもらう。

年4回 ー ー 冊子の配布

通信を年4回発行
し、国際交流協会
の活動状況を掲載
し、会員や市内関
係各所に配布し
た。

A

通信を年4回発行
して、市内関係各
所に配布し、国際
交流協会の活動状
況の周知を図っ
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

たかさごの
観詰

各種イベント情報や店舗情報を掲
載し、市外を中心にＰＲをする。
市制70周年を機に内容をリニュー
アルを行い、発行する。

高砂市の情報を市内外に発信する
ことにより高砂市をＰＲする。

年1回発行 2,151
2,150,000
（再掲）

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

〇

観光情報誌の発行
と同時に、市HPや
SNSで情報発信を
行った。

A
高砂市の情報を市
内外に発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

412-12

412-11

412-08

412-10

412-07

412-06

412-09
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

みなとまち
づくり瓦版

令和５年度からの2年間で、みな
とまちづくり構想や推進協議会の
在り方をを検討するに合わせ、瓦
版の発行についても再検討する。

（みなとまちづくり瓦版を発行
し、活動をPRする。）

瓦版の存廃
について、
方針を決め
る。

450 250,000
ホームペー
ジ

〇

瓦版の存廃につい
て、新たな補助制
度などを検討した
が、結論に至って
いない。

B

瓦版を廃止した
後、新たな補助制
度などの必要性を
検討した。

都市政策
課（みな
とまちづ
くり構想
推進協議
会）

地域ブラン
ド商品発信
事業

松右衛門帆布及び高砂染関連商品
等を観光案内所で販売し、ブラン
ドイメージを高めていく。

高砂市の物産品のＰＲを図る。 ー 13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商
品等を結びんや観
光案内所ちちり、
浮石資料館で販売
した。また、ふる
さと納税の記念品
として取り扱っ
た。

A

各所で地域ブラン
ド商品を販売する
ことにより、地域
ブランドのPRや販
売促進を図ること
ができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

「高砂市ふ
るさと寄附
金」の高砂
ブランド商
品贈呈

寄附者に対して高砂ブランドの記
念品を贈呈する。

高砂名産品の魅力を発信し、高砂
ブランドを広める。

ー 207,417
282,601,205
（5.14時点）

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

〇

記念品の追加や見
直しを行った。寄
附件数34,165件、
寄付金額は
593,612,000円
で、前年度比約
1.89倍増となっ
た。

A

より多くの寄附者
に対して高砂の名
産品の魅力を発信
することにより、
市の地域経済への
支援と高砂市のPR
を図ることができ
た。

シティプ
ロモー
ション室

高砂ブラン
ド商品のＰ
Ｒ

ぼっくりんグッズ、松右衛門帆
布、高砂染関連商品など高砂ブラ
ンド商品を観光案内所で販売す
る。

高砂ブランド商品のＰＲ及び販路
開拓を図る。

ー 13,000
13,000,000

（再掲）

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
パンフレッ
ト

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連商
品・松右衛門帆関
連商品等を結びん
や観光案内所ちち
り、浮石資料館に
て販売した。

A

各所で地域ブラン
ド商品を販売する
ことにより、地域
ブランドのPRや販
売促進を図ること
ができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

ご当地グル
メ発信

高砂市のＰＲや市内への誘客を図
るため、各種イベントを通じて高
砂にくてんや高砂あなごを紹介す
る。

高砂にくてんや高砂あなご等ご当
地グルメをPRすることにより高砂
市のPRを図る。

情報発信に
協力する

0 0

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

〇

高砂市のグルメと
して、各所への宣
伝や観光誌への掲
載、また、ふるさ
と納税の記念品と
して取り扱うこと
でPRに協力した。

A

ご当地グルメのＰ
Ｒに協力すること
により、高砂市の
ＰＲを図ることが
できた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

412-14

412-15

412-16

412-17

412-13
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度

事業番号 成果・実績 評価 評価説明再掲 担当課

ロケ地誘致
事業

映画、ドラマ、CM、その他テレビ
番組のロケ地として高砂市への誘
致を図る。

ロケ地として誘致することによ
り、高砂市の魅力を全国に発信し
地域の活性化を図る。

1件 0 0
ホームペー
ジ

〇

フィルムコミッ
ション公式HPや市
HPにおいて、ロ
ケーションの紹介
やロケーションガ
イドマップの掲載
を行った。

A

高砂市への誘客に
繋げるとともに、
地域の活性化を図
ることができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

移住・定住
促進ガイド
ブック

地域における資源を情報収集する
とともに、冊子にまとめ、発信す
ることで、市の魅力を市内外の方
に周知し、移住・定住の促進を図
る。

市の魅力を市内外の方に周知し、
移住・定住の促進を図る。

年1回発行 368
316,250

（再掲）

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

〇

移住定住パンフ
レットの発行・配
布を行った。
（発行数5,000
部）

A

市の魅力を市内外
に周知し、移住・
定住の促進を図れ
た。

シティプ
ロモー
ション室

市勢要覧刊
行

市制70周年を記念して、市のこれ
までの歩みや魅力をまとめた市勢
要覧を刊行する。

市のこれまでの歩みや魅力を市内
外の方に周知する。

1回発行 935 935,000
ホームペー
ジ

市勢要覧の発行・
配布を行った。
（発行数2,000
部）

A

市のこれまでの歩
みや魅力をまとめ
た冊子を刊行でき
た。

シティプ
ロモー
ション室

出前講座
第２次高砂市文化振興基本方針に
基づき高砂市の文化についてお話
する。

謡曲「高砂」をはじめとする市の
文化について広く知ってもらう。

随時 ー ー
広報たかさ
ご

出前講座の申込が
なかった。

C
今後、出前講座の
内容を見直すこと
を検討する。

文化ス
ポーツ課

施策２　電子媒体を利用した情報発信

１　情報の電子化の研究、活用

ホームペー
ジへの掲載

イベント案内や活動報告（写真掲
載）を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

25件 0 0
ホームペー
ジ

〇

ホームページにイ
ベント情報（案
内・報告）を38件
掲載した。

A

イベントや講座の
募集、実施報告を
し、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

文化ス
ポーツ課

ホームペー
ジの開設、
運営

国際交流協会の活動状況やイベン
ト情報を掲載する。

国際交流の活動状況やイベント情
報の周知を図る。

随時 ー ー
ホームペー
ジ

〇
国際交流の活動状
況を掲載した。

A

イベント情報を適
時更新し、掲載す
ることによりイベ
ントへの参加者を
増やすことができ
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

421-02

412-18

412-21

412-20

412-19

421-01
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事業名 内容 目的 目標 予算（千円） 決算（円） 情報発信

令和６年度
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情報発信の
充実

イベント案内や活動報告（写真掲
載）を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

ー ー ー

ホームペー
ジ
Facebook
Instagram
LINE
たかさごナ
ビ
広報誌

〇

フェイスブック・
LINE・たかさごナ
ビへ最新の情報を
発信し、市のPRに
努めた。フェイス
ブック登録者
2,438件。LINE登
録者2,572件。た
かさごナビ28,179
件。
　また、ホ-ムペ-
ジのキ-ビジュア
ルを利用し、イベ
ント案内や市政情
報の発信を随時
行った。

A

ホ-ムペ-ジやフェ
イスブック・
LINE・たかさごナ
ビで最新の情報を
タイムリ-に更新
し、情報提供する
ことで、イベント
等への参加者の促
進や市政情報を効
果的に発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室

各新聞社、
ＢＡＮ-Ｂ
ＡＮテレビ
等への情報
提供

イベント案内等、情報提供する。
イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

10件 0 ー ー 〇

広報に掲載する情
報を新聞社、テレ
ビへ情報提供し
た。

A

イベント案内等が
新聞に掲載された
り、ＢAＮ－ＢAＮ
テレビで放映さ
れ、多くの方に周
知を図ることがで
きた。

各課

ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

各施設でポスター展示、関係団体
等へのチラシ配布を行う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

随時 0 0
ポスター、
チラシ等の
配布

〇

市内公共施設等に
ポスタ-展示やチ
ラシ配布を行っ
た。

A

多くの施設利用者
に対して、周知を
図ることができ
た。

文化ス
ポーツ課

ポスター等
の展示、チ
ラシの配布

各施設でポスター展示、チラシ配
布及びホームページへの掲載を行
う。

イベント案内等、情報提供するこ
とにより、情報の周知を図り、多
くの参加者を募る。

随時 0 0 掲示板 〇

各地域交流セン
ターの掲示板や
ホームページでイ
ベント等のチラシ
やポスターを掲載
した。

A
掲げた目標どおり
事業を行うことが
できたため。

地域振興
課

高砂市に関
する資料の
発行、配布

高砂市に関する文化情報等の配付
を行う。

高砂市に関する資料の発行や配付
を行うことにより、高砂市の文化
について周知する。

随時 ー ー
冊子、チラ
シ等の配布

〇

高砂市美術展、高
砂文化教室「高砂
学」、ロビーコン
サートにおいて各
種資料を配布し
た。

A

イベント等を通し
て、市民等に対し
て高砂市の最新の
文化情報について
周知を図ることが
できた。

文化ス
ポーツ課

421-06

421-07

421-05

421-04

421-03
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国際交流通
信

イベントの報告やお知らせの冊子
を作成し、協会会員や市内関係各
所に配布する。

通信を通じて、国際交流協会の活
動状況を知ってもらう。

年4回 ー ー 冊子の配布 〇

通信を年4回発行
し、国際交流協会
の活動状況を掲載
し、会員や市内関
係各所に配布し
た。

A

通信を年4回発行
して、市内関係各
所に配布し、国際
交流協会の活動状
況の周知を図っ
た。

文化ス
ポーツ課
（国際交
流協会）

たかさごの
観詰

各種イベント情報や店舗情報を掲
載し、市外を中心にＰＲをする。
市制70周年を機に内容をリニュー
アルを行い、発行する。

高砂市の情報を市内外に発信する
ことにより高砂市をＰＲする。

年1回発行
2,151

（再掲）
2,150,000
（再掲）

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

〇

観光情報誌の発行
と同時に、市HPや
SNSで情報発信を
行った。

A
高砂市の情報を市
内外に発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

活動団体
（個人）の
情報収集

ロビーコンサートなどの各種イベ
ントをとおして、文化に関わる団
体（個人）の情報収集を行う。

文化に関わる団体（個人）の情報
収集を行い、行政の行うイベント
等に新たなアイディア等を取り入
れる。

1件 0 0 ー 〇

ロビーコンサート
をとおして新たな
演奏家たちの情報
収集ができた。

A

演奏家たちの情報
を市内のイベント
主催者等に共有す
ることができた。

文化ス
ポーツ課

郷土学習に
関わる団体
との情報交
換

郷土史研究等を活動内容とする市
民団体や市民が、主体となって相
互に情報交換や発表できる場を設
けることができるよう、よびかけ
る。

市民・各団体の情報交流の場がで
きれば、厚みのある市民活動の推
進につながる。

団体間の連
絡調整の場
を設定

0 0
チラシの設
置

〇

郷土史研究活動を
行う市民が実施す
る事業について、
チラシの掲示等を
行った。

A

定期的に情報交換
を実施すること
で、市民の主体的
な活動の推進を図
ることができた。

文化ス
ポーツ課

夫婦和合・
結びのまち
推進事業

夫婦和合・結びのまちとなるプロ
モーション事業の企画を検討す
る。

夫婦和合長寿を謡った謡曲「高
砂」ゆかりの地として、「結びの
まち」をキーワードに誘客促進を
図る。

HP・SNS等を
活用した市
内外への情
報発信

13,000
（再掲）

13,000,000
（再掲）

ホームペー
ジ
Instagram
パンフレッ
ト

〇

縁や結びをテーマ
にした「趣味コ
ン」や「結び寿ぐ
バレンタイン」を
開催

A

新しいモノや人に
出会える機会を提
供し、結びのまち
として発信するこ
とができた。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

観光マップ
（ガイド
ブック）

高砂市のＰＲや誘客を図るため、
観光交流ビューローと共にマップ
やガイドを作成し、駅前観光案内
所ちちり、公共施設に設置する。
また、イベントや会議の開催時に
配付する。

観光マップを作成し、配布するこ
とにより高砂市のＰＲや誘客を図
る。

観光マップ
の更新を進
める。

13,000
（再掲）

13,000,000
（再掲）

ホームペー
ジ
パンフレッ
ト

観光情報誌を作成
し、市のPRを行っ
た。

A

観光情報誌を発行
し、市内の情報を
市内外に広く発信
することができ
た。

シティプ
ロモー
ション室
（観光交
流ビュー
ロー）

421-12

421-13

421-08

421-11

421-10

421-09
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